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トー ゴ北 部諸族 の技術誌 をめ ぐる諸問題

パ レオ ニグ リテ ィ ックを 中心 に

和 田 正 平*

Some Problems of Ethnotechnology among "Montagnards 

 paleonigritiques" in Northern Togo

Shohei  WADA

   People classified as "montagnards  paleonigritiques" inhabit 
the central area of the Atakora  mountains  : the Tamberma, the 

 Kabre, the Naudemba, the Lamba, and others. 

 J.-C. Froelich describes their cultural features, as  follows: 
intensive agriculture, segmental organization, iron smelting, 
habitation, nakedness, and others. His definition of "monta-

gnards" and  "paleonigritiques" is not clear. But the existence 
of a third cultural zone of the mountain dwellers between the 

Guinea forest culture and the Sudan savannah culture can be 
accepted. 
   As mentioned by J.-C. Froelich, there are common cultural 
traits which exist among the people in the Atakora mountains, 
the Jos Plateau, the Mandara mountains, and the Nuba Hills. 
Although a common genealogical origin of these peoples cannot 
be proved, the origin of the African negro culture can be ap-

proached by examining the cultural features of the "montagnards 
 paleonigritiques" from the perspective of technology. In this 

paper the author proposes an approach toward an analysis of the 
core of African negro culture, based on field research in Northern 
Togo from 1978 to 1979.

*国 立民族学博物館第3研 究部

　本稿 は,昭 和60年 度,61年 度,62年 度にわた って行 われた国立民族学博物館の共 同研究 「アフ

リカ諸民族の技 術誌の整理 と分析」(代表者 ・和田正平)の 成果の一部である。 なお,本 研究 に

かかわる海外学術調査に関 して は文末の付記を参照 されたい。
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1.は じ め に

　 トー ゴ 国 を南 部 と北 部 に地 理 的 区 分 す るの は,ギ ニ ァ湾 に面 す る西 ア フ リカ諸 国 の

す べ て に共 通 す る地 域 特 性 に 基 づ い て い る。 湿 潤 な ギ ニ ア湾 か ら乾 燥 した サ ハ ラ に向

って 段 階 的 に推 移 す る西 ア フ リカの 気 候帯 は,通 常,南 部 の赤 道 型 気 候 と北 部 の ス ー

ダ ン型 気 候 との 対 比 と して 把握 され る。 そ の気 候 区分 に応 じて 植 生 もま た,G.　 P.マ

ー ドックが 概 略 的 に示 して い るよ うに
,南 部 の熱 帯 あ る い は亜 熱 帯 雨林 に対 し,北 部

の サ バ ンナが 基 本 的 な 景 観 に な り,生 態 学 的 な構 図 にな る[MuRDocK　 1959]。

　 だ が,こ の 気 候 的 植生 帯 の推 移 は,ト ー ゴ とベニ ンで そ の秩 序 が乱 れ て い る。 ス ー

ダ ン型 気 候 の 影 響 が 海岸 に まで 及 ん で い る た めで,約2000マ イ ル の ギ ニ ア湾 の海 岸 部

が こ こで は森 林 で お お わ れず に サバ ンナ にな って い る。P.メ ル シェ は この東 の 中央

ア フ リカ森 林 部 と西 の ギ ニ ア森 林 部 を切 り離 して い る サバ ンナ を 「ベ ニ ン 分 離 帯 」

(1a　trou6e　 du　 B6nin)と 呼 ん で,緯 度 的 に推 移 す る西 ア フ リカ の植 生 帯 を海 岸 部 か

らベ ニ ン(b6ninienne),バ ウ レ(baou16enne),ス ーダ ン(Soudanienne),サ ヘ ル

(Sah61ienne)と 区 分 した[MERdlER　 1954]。 「ベ ニ ン分 離 帯 」 を 重 視 した か らで あ

る。 す な わ ち,「 ベ ニ ン分 離 帯 」 と い う環 境 が内 陸 と海岸 の 関 係,及 び両 地 域 の 民族

分 布 に重 大 な影 響 を及 ぼ し,強 大 な ダ ホ メ王 国 の 出 現 を もた ら した とみ て い る。

　 「ベ ニ ン分 離帯 」 が な ぜ 形 成 され た か,自 然 科 学 的 な 説 明 は困 難 で あ るが,.同 緯 度

の海 岸 部 よ りも雨 量 が少 な く,山 地 を背 後 に した首 都 ロメで は,ス ーダ ン ・サバ ンナ

と 同 じ く らい の500～750ミ リとい う低 い雨 量 を記 録 す る。 雨 林 の形 成 が み られな い か

わ りに,ア ブ ラ ヤ シが植 え られ,特 徴 の な い叢 林 にバ オバ ブ の よ うな サバ ンナ の樹 木

が 出現 す る。 住 民 は 内陸 か ら海 岸 に向 って触 手 の よ う に突 き出 した サバ ンナ の生 態 に

適 応 して穀 類 も栽 培 す る。 こ う した 植 生 に対 応 す る栽 培 植 物 の分 布 は,モ ル ガ ン と ピ

ユ の 西 ア フ リカ研 究 に よ っ て明 示 され,「 ベ ニ ン分 離帯 」 は穀 作,根 栽 混 合 地 帯 に位
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図1 ベ ニ ン分 離 帯(Savane　 Beninienne)[MERclER　 1954]に よ る
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置 づ け られ た 。[MoRGAN＆PuGH　 l964]。

　 しか しな が ら,「 ベ ニ ン分 離 帯 」 は地 理 的 に は 明 らか に南 部 に所 属 す る。 栽 培 作 物

が 北 部 の ミレ ッ ト(Burlush　 millet),ソ ル ガ ム(Guinea　 corn),フ ォ ニ オ(Fonio)

等 の穀 作 と南 部 のマ ニ オ ク(Manioc),ヤ ム イモ(Yam),タ ロイ モ(Taro)等 の 根

栽 類 の作 付 と対 比 され た と き,「 ベ ニ ン 分 離帯 」 は穀 作 よ りは む しろ イモ 類 の 栽 培 が

主 流 に な る。

　 1968年,乾 燥 サバ ンナか ら湿 潤 な 雨 林 へ 移行 す る植 生 の変 化 を 観察 した 中尾 佐 助 氏

は,栽 培 植 物 の 分 布 とそ れ に対 応 す る農 耕 技 術 の変 化 に注 目 し,西 ア フ リカの農 業 シ

ス テ ム が北 部 の 「ス ーダ ン農 耕 文 化」(Sudan　 Complex)と 南 部 の 「ギ ニ ア農 耕 文化 」

(Guinean　 Complex)の2つ に区 分 で き る とい うか な り明快 な 結 論 を提 示 した[中 尾

1969]。 かれ の所 説 の 中で は 「ベ ニ ン分 離 帯 」 の 存 在 は言 及 され て い な い が,と うぜ

ん 「ギ ニ ア農 耕 文 化」 に包 摂 され る もの で あ る。 西 ア フ リカ を南 ・北 に2大 区分 すれ

ば そ の 通 りで あ る が,し か し,「 ベ ニ ン分 離帯 」 は 「ギ ニ ア農 耕 文 化」 の 中 に一括 し

て扱 え な い文 化 的な 意 味 あ いを も って い る。K.ポ ラ ンニ ー に よ る と,穀 作 がで き る

「ベ ニ ン分 離 帯」 で は,余 剰 食 料 の 生 産 が可 能 にな り,特 別,資 源 の な いダ ホ メ王 国

で も,人 口 を増 大 させ,奴 隷 貿 易 に着手 で きた とい う[ポ ラ ンニ ー　 1975]。 そ れ は

北 部 住 民 に は重 大 な 恐 怖 の 出現 に な り,後 に詳 述 す るパ レオ ニ グ リテ ィ ック山 地 民 を

よ り防 禦 的 に 山奥 に潜 入 させ る大 きな圧 力 に な った。 文 化 的 に は,ダ ホ メ王 国 は 「ギ

ニ ア農 耕 文 化」 に咲 いた あ だ花 で あ り,ベ ニ ン,オ ヨ,ア シ ャ ンテ ィ等 の森 林 王 国等

が う っそ う と茂 った 雨林 に よ って海 岸 か ら独 立 を維 持 して いた の に,分 離帯 に興 った

この 国 は,奴 隷 貿 易 港 と直 接 結 び つ く こ とに な った。

　 す な わ ち,15世 紀以 降,外 交 と交 易 を通 して ヨー ロ ッパ 人 との接 触 が は じま った ギ

ニ ア湾 岸 部 で は,煉 瓦工,石 工,大 工,鍛 冶 師 等 を含 む ヨ ー ロ ッパ 人 の 上 陸 に よ って,

社 会 的 に 有益 な 知 識 や技 術 が も た らさ れ た。 しか し,や が て,薪 大 陸で 砂 糖 とタバ コ

に よ るプ ラ ンテ ー シ ョンが 発達 す る と,多 大 の労 働力 の供 給 が要 求 され,「 ベニ ン分

離帯 」 は奴 隷 海岸 の異 名 を と る ほ ど西 ア フ リカの 一 大 奴隷 供 給 地 にか わ って い った の

で あ る。 当時,ギ ニ ア湾 岸 で は,金 属 加 工 法(失 蝋 法),象 牙 細 工,ラ フ ィア細 工,

土 器 製 作 等 の伝 統 技 術 は頂 点 に達 して い たが,銃,火 薬,銅,金 物,絹 織 物,ガ ラス

玉,ビ ーズ等 が奴 隷 との交 換 で 輸 入 され,伝 統 的な 文 化 項 目に イ ン ドや ヨー ロ ッパ 等

の新 しい文 化 要 素 が導 入 され て い った 。 これ に対 し,内 陸奥 地 の西 ス ーダ ンで は,ガ

ー ナ
,マ リ,ソ ンガ イ の黒 人 諸 国家 が 興 亡 した 後,15世 紀 以 降,サ バ ンナ に はハ ウサ,

グル マ,フ ル ベ,モ シ,バ リバ等 の イ ス ラ ム化 した小 国家 群 が形 成 され た 。 壮 大 な モ
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ス ク の建 設,イ ス ラム王 権 の樹 立,騎 馬 戦 士 の養 成,イ ス ラム服 の 着 用,皮 革 加 工,

織 物 と染 色 の 発達 等 々,イ ス ラ ム化 した ス ーダ ン国 家 の文 化 が普 及 し,し だ い に南 部

の森 林 部 へ 拡 大 して い っ た。

　 こう した 南 部 ギ ニ ア森 林 部 と北 部 サ バ ンナ帯 の 文 化 的 対 比 は,す で に1924年,M.

ハ ース コヴ ィ ッツの ア フ リ カ文 化 領 域 論 に よ って 「ギ ニ ア文 化 領 域 」 と 「ス ー ダ ン文

化 領域 」 と して 設 定 され て い た[HERsKovlTs　 l924]。 問 題 は そ こで 取 り上 げ られ な

か った 「ベ ニ ン分 離帯 」 と 「ダ ホ メ王 国 」 を 文 化 的 に どの よ うに 位 置 づ け る か に あ

る。南 部 諸 族 と北 部諸 族,ギ ニ ア農 耕 とス ーダ ン農 耕,森 林 とサ バ ンナ と い った顕 著

な 対照 性 を 前提 に,「 ベ ニ ン分 離帯 」 を独 立 した歴 史 舞 台 と して 評 価 し,ダ ホ メ王 国

の北 部 諸 族 に あた え た影 響 を 検 討 しな けれ ばな らな い。 ダ ホ メ王 国 は集 権 的 な政 治 組

織 の 中 に奴 隷 狩 団 を編 成 し,サ バ ンナ 北 部 地 方 へ 侵 攻 した。 弱小 部 族 は難 を の が れ 山

岳 地 帯 に逼 塞 し,対 外 的 な 接 触 を断 っ た。 こ う した 避 難 民 た ち は,南 北二 大 対 比 論 の

中で は北 部諸 族 に包 摂 され る。 が,し か し,山 岳 地 に か くれ,閉 鎖 的 な社 会 を構 成 し

た の で 開放 的 な サバ ンナ に住 む 平 地 民 とは異 な る特殊 な 文 化 形 態 を維 持 した可 能性 が

強 い。

　 フ ラ ンス の民 族 学 者J.・c.フ レー リ ッヒは,ト ーゴ,カ メ ル ー ン等 の現 地 調 査 か ら,

山 地 に潜 入 した弱 小 諸 族 の 文 化 にア ル カ イ ックの 性 格 を み た。 か れ らは ど ち らか と い

え ば,北 部 諸 族 に言 及 され るが,平 地 サ バ ンナ に は 住 ま な い 山 地 民 で あ る。 トー ゴで

は北 緯10度 線 を は さん で 隆起 して い るア タ コ ラ連 山 の 中 に居 住 して い る。 大 規 模 な 造

化 の戯 れ のせ いか,西 ア フ リカで は 海 抜 高 度 の 高 い ナ イ ジ ェ リア の ジ ョス 高 原(Jos),

カ メ ル ー ンのマ ンダ ラ山 地(Mandara),ス ーダ ンの ヌバ 丘 陵(Nuba)等 は す べ て ア

タ コ ラ山脈 と ほぼ 同緯 度 の 位 置 に並 ん で お り,同 様 に避 難 民 の 隠れ 家 にな って い る。

避 難 民 が発 生 した歴 史 状 況 は,か な らず しも一致 して い る わ けで はな い が,こ れ らの

山岳 や丘 陵地 帯 に は ア タ コ ラ 山脈 と相 重 な るい くつ か の重 要 な文 化特 性 が看 取 され る。

　 ア タ コ ラ 山脈 で は,い つ もの 弱 小 部族 が 統 合 さ れ る こと もな く散 村 形 態 で 分 布 して

お り,社 会 組 織 は 未 発達 で,も っと も重要 な単 位 は家 族 で あ り,政 治 首 長 の在 存 は認

め られ な い。 だ が,農 耕 技 術 は巧 智 で 集約 的 な農 耕 を営 ん で い る。 ただ,不 思 議 な こ

と に裸 体 か 素朴 な 揮 で生 活 して い て,衣 文 化 と して は原 始生 活 を想 起 させ る。 フ レー

リ ッヒは こ う した 南部 ギ ニ ア,北 部 ス ーダ ンの ど ち ら に も属 さな いア タ コ ラ山地 の文

化 を パ レオ ニ グ リテ ィ ック1}と 呼 ん で 「第3の 文 化」 と設 定 した[FRoELIcH　 1964]。

1)フ ランス語のパ レオニ グ リティ ック(pal60nigritiques)は,通 常 は形容 詞であ るが,バ ウマ

　 ンは,民 族学の専門用語 として名詞 的にも用いて いる。 フレー リッヒもまた,こ の用語法をそ

　 のまま踏襲 した と考え られる。
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ギニア湾に面する国々で,ト ーゴと同 じように北緯10度 線に大 きく隆起 した標高差の

ある地形をもつ国々では,ア タコラ山地と同様に 「第3の 文化」 の存在が認められる。

その文化的共通性は単に避難民による山地適応の結果 と考えては解明できない面があ

り,起 源的に古さが感 じられ,ア ルカイックな面でのかかわりあいを予想させる部分

がある。パレオニグリティックという発想もそこから生まれた。つまり,パ レオニグ

リティックの概念は時間的にも空間的にもアフリカ全体に広がっている。そこで,具

体的にアタコラ山地のパ レオニグリティックを問題にする前に,こ の概念と用語に関

して全体的な検討をしておく必要がある。

2.パ レオ ニ グ リテ ィ ックの文 化 と民族 の構 成

1.文 化 特 性

　 まず,「 パ レオ ニ グ リテ ィ ック」 とは,今 世 紀初 頭,ド イ ッ 民族 学 に お い て初 め て

使 用 され た 用 語 で あ る。 言 葉 は 文 字 通 り,古 代 ニ グ ロ人 種 を さ して西 ス ーダ ン地 方 の

も っ と も古 い 文 化 形 態 を 暗 示 して い るが,用 語 に専 門 的 な 意 味 を あ たえ た の は,H.バ

ウマ ン(1902-72)で あ る。

　 ア フ リカ大 陸 を フ ィ ール ドに歴 史 民族 学 を構 築 しよ うと したバ ウマ ンも,最 初 は,

単 に西 ス ーダ ンで 製作 され た 素朴 な装 身具,楽 器,飾 り ひ ょ うた ん 等 に注 目 して,ア

フ リカ の古 代 的 文 化 要 素 の 発 見 につ とめ た が,よ き僚 友,D.ヴ ェス テ ル マ ンとの 共

同研究 を通 して,よ り広 範 な 文 化 項 目を掲 げ て,パ レオ ニ グ リテ ィ ック文 化論 を 展 開

す る こ と が可 能 に な った 。 これ ら2人 の ドイ ッ人 学 者 は,現 存 す る西 ス ーダ ン諸 族 の

中 に古 代 ア フ リカの 文化 要 素 の一 部 が ほ とん どそ の ま ま保 持 され て い る とい う点 で見

解 が一 致 して い た。 そ して,そ う したパ レオ ニ グ リテ ィ ックの 文 化 を も った諸 族 は,

セ ネ ガ ル か ら コル ドブ ア ン(ス ー ダ ン)ま で の サ バ ンナの 近 づ きが た い山岳 地 帯 に 分

布 して い る と想 定 さ れ た。

　 パ レオ ニ グ リテ ィ ッ クの 文 化 特性 とは,

　 　 a)共 有 の 意 識,共 同生 活

　 　 b)　 祖 先 儀 礼

　 　 c)集 約 的農 耕,男 性労 働

　 　d)　 裸 体,ふ ん ど し,皮 片 や 葉 茎 の 陰 部覆 い

　 　 e)割 礼 な し,抜 歯,傷 痕 の慣 習

　 　 f)　 円形 住 居,円 錐 屋 根,板 の 寝 台
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49. BABUR 

50. TERA 

51. LONGUDA 

52. HONA 

53. WAJA 

54. TANGALE 

55. TCHAM
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78. KOALIB 

79.  HEIBAN 

80. LOTORO

ヴェステルマンによるパレオニグリティック

文化の影響範囲

パレオニグリティック文化領域

山地民潜入地

GROUPE FOUTA-DJALON

1 .  CONIAGUI 

2 . BASSARI

3. DOGON 
4. TOUSSIAN 
5. SAMO 
6. TOURKA 
7. DOROSIÉ 

 8.  KOMONO 
9. GOUIN

GROUPE VOLTAIQUE

10. SENOUFO 
11.  KIÈFO 
12. BIRIFOR 
13. LOBI 
14. LORO 
15. KOUROUMBA 
16. GOUROUNSI

17. KASSENA 

18. SISSALA 

19. DAGARI 
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21. MOBA 

22. LAMBA 
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24. BERBA 
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26. SOMBA 
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28. KABRÉ 
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GROUPE NIGERIEN

30.  KAMBÉRA 

31. KANUKU 

32. GWARI 

33. KAJE 

34. KATAB 

35. IRIGWE 

36. KAGORO

37. BUTA 

38. MAGUZA 
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47. SURA 
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[FRoELIcH1968]よ り

図2　 　 パ レオニ グテ ィック文化領域
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　　 g)杭 の上に建てられた穀倉

　　 h)鍛 冶師への威怖,鉄 製品の儀礼的役割,ふ いごの木製送風管,土 製高炉

　　 i)　簡単な弓,鉄 製鏃,護 身用杖

　　 」)社 会組織:長 老が土地を宗教的に支配する,土 地儀礼,集 団の トーテ ミズム,

　　　　人間一動物関係

　　 k)天 空の神の祭りよりも祖先の祭 りのほうが重要であること

　　 1)天 空に関する神話に乏 しい。人類最初の人間は,助 言者であり,偉 大な祖先

　　　　でもある。この最初の人間は,岩 壁からか,沼 沢からか,洞 窟か らも出てき

　　　　た。かれは祖先の生まれかわりである。

　 m)　 雨乞師の存在,地 神 に対する黒色動物の犠牲,聖 なる木,男 根の祭壇,死 者

　　　　の再生と結びついた祖先祭祀

　　n)死 の起源に関する神話

　　o)貧 しい芸術性

の15項 目である。

　以上は,す べてバ ウマ ンの研究に原拠 してフレーリッヒが列挙 したパ レオニグ リテ

ィックの文化特性である。言語特性があげられていないのは,現 在のパ レオニグ リテ

ィックには明瞭な言語的共通性が発見できなかったからであろう。

　民族移動にともない,そ れまで使用 していた言語が勢力を失 い,完 全に他の言語に

入れ替わる例は珍 しいことではない。現在,パ レオニグ リティックと呼ばれる諸族は,

言語的にはニジェール ・コンゴ語族の1)大 西洋岸諸語2)グ ル諸語(ヴ ォルタ諸語)

3)ベ ヌエ ・コンゴ諸語,ア フロ ・アジア語族の4)チ ャド諸語,コ ル ドファン語族の5)

コア リブ諸語,に 分類されている。パ レオニグ リティックとしての言語はなく,祖 語

を想定することも困難である。だが,主 として西アフ リカに分布する諸語をスーダン

諸語として名付けたヴェステルマ ンは,パ レオニグ リティック文化の影響範囲をスー

ダ ン・ベル トに沿ってかなり大巾に想定 している(図2参 照)。上記の15文化項目にし

ても熱帯に居住するニグロイ ドに広い範囲に適応で きる内容になっている。これは,

パレオニグリティックが言語 としては消滅 したけれど,文 化は広範囲にわたって大き

な影響を残 したことを意味している。もしアフリカにおけるニグロイ ドの起源が明ら

かにされたならば,現 存するアフ リヵ諸族の文化からパ レオニグ リティックの文化項

目を確認することも可能になるだろう。

　しかしながら,考 古学的発見をのぞいてアフリカ文化の古代要素は解明されず,ほ

とんど未知のまま残されている。バウマ ンやヴェステルマ ンが掲げたパ レオニグリテ
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イックの15の文化項目も民族文化史的な推論にすぎない。だが,そ れにもかかわらず,

パ レオニグ リティック文化の存在 は民族誌的に根拠のない空理空論ではない。部族社

会を対象にした構造一機能分析が民族学研究の主流にな った1950年 代,フ レーリッヒ

は逆に不当に軽視された文化圏説,文 化領域論に学問的意義をあたえるフィール ド・

ワークの成果を発表した。

2.　 山 地 型 の 文 化

　 フ レー リ ッヒ によ る と,パ レオ ニ グ リテ ィ ック とは 基 本 的 に 山 地民 で あ り,避 難 民

と して の 性 格 を も って い る。 弱 小 部 族 が 潜 入 した地 域 と して は,

　　 1)　 セネ ガ ル 東 南 か ら国境 を越 えて ギ ニ ア北 部 にま た が るタ ンゲ(Tamgue)山 地

　　2)　 マ リ,バ ンデ ィアガ ラ(Bandiagara)断 崖

　　3)　 ブル キ ナ ・フ ァソ南 部 か ら 国境 を越 え,ガ ー ナ の北 端 部 及 び北 西 部 につ らな

　　 　 　 り,そ して コ ー ト ・ジボ ア ール へ 続 く広 い 丘 陵地

　　4)　 ベ ニ ンか ら トー ゴを 南 西 には しり,ガ ーナ に い た る ア タ コ ラ(Atakora)山 脈

　　5)　 ナ イ ジ ェ リア 中部,ジ ョス(Jos)高 原

　　6)　 ナ イ ジェ リア 東 部 の ゴテ ル(Gotel)山 地 とシエ ブ シ(Shebshi)山 地 か らカ メ

　　 　 　ル ー ン北 部 の マ ンダ ラ(Mandara)山 地 まで

　　7)　 チ ャ ドの 中 南 部,ゲ ラ(Guera)山 地

　　8)　 ス ーダ ン,コ ル ドフ ァ ン地 方 の ヌバ(Nuba)山 地

等が あ げ られ て い る。

　フ レー リ ッ ヒに した が う と,こ れ らの諸 地 域 は現 在,何 らか の 意 味 で,パ レオ ニ グ

リテ ィ ックの 存在 に関 連 す る文 化 領 域 で あ り,系 統別 に民 族 構 成 を示 す とつ ぎ の通 り

であ る。

　1.　 テ ンダ ・グ ル ー プ(Groupe　 tenda)

　　1)　 セ ネ ガ ル,ギ ニ ア:バ ッサ リ(Bassari),コ ニ ア グ ィ((】oniagui)

2・　 ヴ ォル タ ・グ ル ー プ (Groupe　 voltaique)

　　1)　 マ リ:ド ゴ ン(Dogon)

　 2)　 ブル キ ナ ・フ ァソ:グ ル ン シ(Grunshi),カ セ ナ(Kass6na),キ エ ホ(Kiさfo)

　 3)　 ガ ー ナ:ダ ガ リ(Dagari),シ ッサ ラ(Sissala),ト ゥル カ(Turka)

　 4)　 コ ー ト ・ジ ボ ア ール:ロ ビ(1・obi),ロ ロ(Loro),ビ リフ ォ ール(Biri　for),

　　 　 　 トウ シア ン(Toussian),サ モ(Samo),ド ロ シエ(Dorosi6),コ モ ノ(Ko-

　　 　 　mono),グ イ ン(Gouin),セ ヌ フ オ(S6noufo)
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　 5)　 ベ ニ ン:ソ ンバ(Somba),ナ ヌ ム バ(Nanumba)

6)　 トー ゴ:カ ブ レ(Kabr壱),モ バ(Moba),タ ン ベ ル マ(Tambcrma),ラ ン

　 　 　 バ(Lamba),ナ ウ デ ンバ(Naoud6mba)

3.　 ナ イ ジ ェ リア 。グ ル ー プ(Groupe　 nig6rian)

　 1)　 ナ イ ジ ェ リア 中 部:ビ ロ ム(Birom),バ ロ ン(Baron),ル ク バ(Rukuba),

　 　 　 ジ ャ ラ(Jara),ア ン ガ ス(Angas),ワ ル ジ ャ(warja),ブ タ(Buta),マ

　 　 　 グ ザ(Maguza),カ タ ブ(Katab),イ リグ ウ ェ(Irigwe),カ ゴ ロ(Kagoro),

　 　 　 ア フ ォ(Afb),グ ワ ン ダ ラ(Gwandara),ス ラ(Sura),ア ン ク ウ ェ(Ankwe)

　 2)　 ナ イ ジ ェ リア 中 西 部:カ ン ベ ラ(Kamb6ra),　 カ ヌ ク(Kanuku),　 グ ワ リ

　 　 　 (Gwari),カ ジ ェ(Kaje)

4.　 北 カ メ ル ー ン ・グ ル ー プ(Groupe　 nord　 cameroun)

　 1)　 ナ イ ジ ェ リア 東 部:テ ラ(Tera),バ ブ ル(Babur),ロ ン グ ダ(Longuda),

　 　 　 ワ ジ ャ(Waja),タ ン ガ レ(Tangale),チ ャ ム(Tcham),ビ タ(Bata),チ

　 　 　 ャ ン バ(Tchamba),ダ カ(Daka),ホ ナ(Hona),　 ヒ ギ(Higi),マ ル ギ

　 　 　 (Margi)

　 2)　 カ メ ル ー ン:ド ア ヨ(Doayo),　 ブ ォ コ(Voko),　 ド ゥ ル(Dourou),　 ダ マ

　 　 　 (Dama),　 フ ァ リ(Fali),ダ バ(Daba),カ プ シ キ(Kapsiki),マ タ カ ム

　 　 　 (Matakam),マ フ(Mofou),ヒ ナ(Hina),ギ ダ ー ル(Guidar)

　 3)　 チ ャ ド:カ ン ガ(Kanga),デ ォ ン ゴ ル(Diongor),ビ デ ィ ォ(Bidio),ダ

　 　 　 ンガ レ ア ト(Danga16at)

5.　 コ ル ド フ ァ ン ・グ ル ー プ(Groupe　 Kordofan)

　.1)　 ス ー ダ ン:ニ イ マ ン グ(Nyimang),コ ア リブ(Koalib),ヘ イ バ ン(Heiban),

　 　 　 ロ ト ロ(Lotoro),ミ リ(Miri)

こ の 中 で,山 地 適 応 度 が も っ と も 進 ん だ 地 域 と 民 族 は,

　 1)　 バ ン デ ィ ア ガ ラ 断 崖 の ド ゴ ン族

　 2)　 ア タ コ ラ 山 脈 で は ソ ンバ 族,タ ン ベ ル マ 族,カ ブ レ族

　 3)　 ジ ョ ス 高 原 の ビ ロ ム 族,バ ロ ン族,イ リ グ ウ ェ族,ル クバ 族,ア ン ガ ス 族

　 4)　 マ ンダ ラ 山 地 の マ タ カ ム 族,カ プ シ キ 族,ダ バ 族,フ ァ リ族

　 5)　 ヌ バ 山 地 の ロ ト ロ族,ヘ イ バ ン族,ミ リ族

　 6)　 チ ャ ド,ゲ ラ 山 地(Guera)の デ オ ン ゴ ル 族,ロ トロ 族

で あ る 。
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3.第3の 文 化

　 フ レー リッ ヒは こ う した 山地諸 族 に対 して広 範 な 民 族 誌 資 料 を収 集 し,自 らの フ ィ

ー ル ド ・ワ ー ク に基 づ い た比 較 研 究 を行 った ので あ る
。 す で に述 べ た よ う に,第2次

大 戦 後,ヨ ニ ロ ッパ 諸 国で は文 化 圏 説 に結 び つ くパ レオ ニ グ リテ ィ ック文 化 に対 す る

学 問 的 関心 は薄 く,ア フ リカ に9つ の 文 化領 域 を設 定 したM.ハ ース コヴ ィ ッッ も,

いぜ ん と して ブ ッ シュマ ンや ホ ッテ ン ト ッ トを と りあ げ て もパ レオ ニ グ リテ ィ ックの

位 置 づ け は行 わず に終 った[HERsKovlTs　 l967]。 いわ ん や,ア フ リカ 研 究 の お くれ

て い た 日本 で は,パ レオ ニ グ リテ ィ ックが論 議 され る機 会 は ほ とん どな か った とい っ

て よ い。

　 1978年,筆 者 は フ レー リ ッヒの所 説 の基 礎 に な った フ ィール ドの ひ とつ,ト ー ゴ北

部 の ア タ コ ラ山地 で 調 査 を 行 う機 会 に恵 まれ た。 そ こで 懸 案 の パ レオ ニ グ リテ ィ ック

と 目さ れ る第3の 文 化 の検 証 に向 っ た。

　 海 岸 に あ る首 都 の ロ メか ら 国道1号 線 を北 へ 約400キ ロ,お よそ 北 緯9度 の地 点 で

山塊(Faille　 d'Aledjo)に 遭 遇 す る。 ニ ジ ェ ール 川 西岸 に は じま り,ベ ニ ンを北 西方

向 に よ ぎ っ てガ ーナ 南 部 に つ な が るア タ コ ラ山脈 で あ る。 地 形 は厳 しいが,一 帯 に は

数 世 紀 にわ た って北 方 か ら移動 して きた諸 族 の堆 積 層 がみ られ る。 時 に は 東方 か らモ

ノ(Mono)川 を 横 切 って や って きた 人 び との 定着 した可 能 性 もあ る。 ま た北 西方 向

か ら逃 げ 場 を求 め て 移動 して きた集 団 も認 め られ る。

　 そ れ 故,一 口 にア タ コ ラ山地 民 とい って も起 源 は多 様 で あ る。 同 じよ う に山腹 や丘

陵 地 に居 住 して い て も,か な らず し も言 語 や生 活 様 式 が一 致 して い るわ けで は な い。

た だ南 部 の ギ ニ ア森 林 文 化 と北 部 の ス ーダ ン ・サバ ンナ文 化 の いず れ に も属 さな い境

界 的 な文 化 形 態 を も って い るの が,こ こを訪 問 した だれ の 目 に も看 取 され る。 ベ ニ ン

分 離 帯 に は強 力 な ダ ホ メ王 国,北 部 の ブ ル キ ナ ・フ ァソ(旧 オ ー ト・ヴ ォル タ)に は騎

馬 軍 ナ コ ン セを 率 い るモ ロ ・ナ バ 王 の モ シ王 国,ア タ コ ラ 山脈 の 東端 部 の ベ ニ ン(旧

ダ ホ メ)に はバ リバ 王 国,西 部 の ガ ーナ に はダ ゴ ンバ 王 国,ア シャ ンテ 王 国 が あ り,

これ ら の諸 王 国 の 攻撃,掠 奪,奴 隷 狩 りか らの がれ るた め に は,人 び とは 自 然 の 要害

で あ る ア タ コ ラ 山地 に隠 れ住 み,可 能 な 限 り,外 部 の王 制 社 会 との 接触 を さけ て,自

給 自足 的 に生 き る必 要 が あ っ た。 防禦 的 な住 居,山 地 に適 応 した 農業 を発 達 させ た の

も,生 活 の 安 全 を 確 保 す るた め に必要 な手 段 で あ り,か れ らの 文 化 の基 盤 で あ った。

そ れ だ け に,ア タ コ ラ山地 民 の 文 化 は閉 鎖 性 が強 く,停 滞 的 で あ った。

　 植 民 地 時 代,内 陸 へ 向 う伝 統 的 な交 易 路 か らは ず れ て,ア タ コ ラ山地 へ 入 った ヨー

ロ ッパ 人 は,そ こ に海岸 の森 林 部 で も内陸 の サ バ ンナ地 帯 で もみ か け な か った別 系 統
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の 文 化 を 発見 した。 そ れ は,も っと も

顕 著 な文 化 標 識 と して キ ー ・ワー ドで

表 現 す れ ば,1)裸 体 生 活,2)分 節

組 織3)集 約 的農 耕 の3項 目に な る。

半 世紀 以 上 の 時間 的経 過 の 後,民 族 学

の フ ィ ール ドと して ア タ コ ラ山地 を選

ん だ筆 者 もま た,も は や,裸 体 生活 が

顕 著 な 文化 標 識 で は な か った もの の,

基 本 的 な 文 化 特性 は や は り これ ら3つ

の キ ー ・ワ ー ドに関 連 して い る こ とを

確 認 した の で あ る。 い い か え る と,パ

レオ ニ グ リテ ィ ック と呼 ばれ る文 化 特

性 は,度 合 い を別 に す れ ば,現 在 で も

経 験 で き る民族 学 的 事 実 で あ る 。 ア タ

コ ラ山 地 に は,フ レー リ ッ ヒが 提 唱 す

る西 ア フ リカの 第3の 文 化 タ イプ が確

か に存 在 して いた の で あ る。

　 筆 者 は その 後,フ ー タ ・ジ ャ ロ ン山

地,バ ンデ ィア ガ ラ断 崖,そ して マ ン

写真1　 全裸で水を運搬する女性

　　　　 (タンベルマ族)

ダラ山地にも足を運び,フ レーリッヒの論拠を確認する手続 きをとった。アタコラ山

地 と同様に,こ れ らの北緯8度 から12度のあいだに位置している西アフ リカの起伏の

大きな山岳地帯には確かに共通の文化標識が観察される。パ レオニグ リティックが同

一起源の集団であるのかどうかを別に しても,は たからみて文化的に共通性が高いこ

とは注目すべ きである。

　フレー リッヒは民族誌の比較研究を行うために東西に長いスーダン・ベル トに島状

につ らなる山岳地帯に住む諸民族を

　　1)ヴ ォルタ集団,2)ナ イジェリア中部集団,3)カ メルーン及びナイジェ リア

　　東部集団,4)コ ル ドファン東部集団

の4つ の主要な山地民族集団群に系統分類 した。むろん,こ れらの4民 族集団群のあ

いだには現在,相 互に接触や交流はみられない。それにもかかわらず,文 化的にはあ

たかも同じ集団であるかのように高い類似性が表出 している。問題は,そ うした4集

団の基本的な文化の類似性がパ レオニグリティックに起源をもっているのかどうかに
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あ る 。

3.パ レオ ニ グ リテ ィ ックの文 化 特 性

1.　 集 約 的 農 耕

　 フ レ ーリッヒ は まず,4集 団 に発 達 して い る集 約 的 な農 耕 に注 目す る。4集 団 は現

在,い ず れ も標 高 差 の あ る起 伏 に富 ん だ 山岳 地 に生 活 して い る。 こ こで,食 料 を確 保

す る た め に は,農 業 を集 約 化 す る必 要 が あ る。岩 山 が 多 く,可 耕 地 が限 定 され て い る

の で,テ ラス をつ く り,土 地 を 最 大 限 に効 率 的 に 利 用 しな け れ ば な らな い。 つ ま り,

集約 的農 耕 は,山 岳 地 帯 に封 入 され た諸族 の 必 然 的 な適 応形 態 で あ り,パ レオ ニ グ リ

テ ィ ックの 文 化 と は直 接 関係 な く,環 境 要 因 に基 づ き発達 した農 耕 技 術 とみ る こ と も

可 能 で あ る。

　 しか し,フ レー リ ッヒは古 代 ア フ リカに お いて す で に 避 難 場 所 が 存 在 し て お り

[FRoELIcH　 l964:387],け わ しい丘 陵 の 斜 面 に土壌 を保 持 し,階 毅 式 農 耕 を行 う技

術 が 発 達 して い た とみ て い る。

　 た とえ ば,中 央 ア フ リカ の ブ ァル 地 方(Bouar　 region)に 残 って い る 巨石 文 化 は,

高 度 な 農 耕生 産 を背 景 に成 立 した と考 え られ,ま た,東 部 ア フ リカ にみ られ る階 段 式

農 耕 の 跡 も,古 代 ア フ リカ 人 が斜 面 耕 作 を 可 能 に す る巧 知 な農 耕 技 術 を も って いた 証

拠 とみ られ て い る。

　 ス ーダ ン西 部 のダ ル フ ール 地 方 に残 る ジ ェベ ル ・ウ リ(Jebel　 Uri)や ジ ェ ベル ・マ

ッ ラ(Jebel　 Marra)の 階 段 状 遺 構 もま た,メ ロエ王 朝 滅 亡 後,王 家 一 族 が避 難 した

廃墟で あ り,幾 世代 に もわ た って農 耕 民 が生 活 して い た痕 跡 と して 認 め られ て い る。

そ して,ジ ェ ベル ・ウ リか ら南東 へ10キ ロ,エ イ ン ・フ ァ ラ(Ain　 Farah)の 遺 跡 は

ヌ ビ ァの キ リス ト教 徒 が 隠 れ住 ん だ と ころ と い う見 方 が 有 力 で,時 代 は10世 紀 頃 と推

定 され る。

　 タ ンザ ニ ア北 部,ン ゴ ロ ンゴ ロ噴 火 口 の東 方 に あ る エ ンガ ル カ(Engarka)の 遺 跡

も,マ サ イ族 が遊 動 す る辺 鄙 な場 所 に あ り,こ こ も避 難 民 の 住 居 趾 と考 え られ て い る。

こ の遺 跡 の成 立 年 代 は比較 的新 し く,一 部 の学 者 の間 で は,約300年 か ら500年 前 の 間

と推定 さ れ て い る[SAssoON　 1967]。 山 麓 一 帯 に広 が る石 造構 築 物 は,現 在,遺 跡

の近 くに住 む 諸 部 族 と は ま った く関係 がな い が,ア フ リカ人 の 手 に よ って つ くられ た

こ と は ま ち が いな い,と いわ れ て い る。

　 ケ ニ ア西 部,リ フ ト ・ヴ ァ レーの 西 側 の斜 面 に発 達 した灌漑 農 耕 は,さ ら に年 代 が
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新 しく,強 力な牧畜民によって牛を奪われたポコット族が,リ フト・ヴァレーに避難

場所をみつけ,農 業によって生きのびるために灌漑 を発達させたという。

　 このように,住 居遺跡,階 段耕作,灌漑 設備等の痕跡は,多 くが,辺 鄙な人目につ

かない地形や,接 近 しがたい場所にあって,歴 史的には,古 代から現代にわたって類

例をみることがで きる。パ レオニグリティックの場合は,い つ頃から山岳地帯 に潜伏

するようになったのか,正 確な歴史年代は明らかにできないが,お そらく西スーダン

に古代諸王国が成立 した頃からと推定される。集約的な農耕形態は,そ れ自体ではか

ならずしもパ レオニグ リティック特有な文化特性とはいえないが,西 アフリカの山岳

地帯では,パ レオニグ リティックに限って発達 した。その意味では,古 代的な文化特

性の発現形態といえるかもしれない。

2.分 節 組 織

　さて,西 スーダン諸王国の支配領域からのがれて山岳地帯に潜入したパレオニグ リ

ティック避難民は,自 らの存在を知られないために,つ とめて平地諸族 との接触や交

流を断って生活 していた。

　集落も,丘 陵地に住居や屋敷等が点在する散村形態で,全 体が一望に把握されるこ

とはない。平地村のように,集 落を囲続する防壁や村界をつ くることは困難であり,

ドゴン族のような集村形態は,パ レオニグリティックでは例外的である。ただ し,こ

ういった山地環境にもかかわらず,人 口密度は意外に高 く,急 峻な頂上附近 にも集落

が集中している。防備の必要か ら入口密度が高 くなったのであり,外 敵の侵入には城

塞のような地の利を生かして戦闘員の数で対抗 したのである。

　すでに述べたように,パ レオニグリティックには,政 治首長に組織された戦闘体制

はな く,家 族のなかから戦闘員が供給された。社会組織の基礎は拡大家族であり,そ

の地域的結合としてクランがある。クランは,パ レオニグリティックの場合,同 じ単

系血縁に属するいくつかの拡大家族が同じ土地に集まり,よ り大 きな共同生活の単位

として集落の一部を構成 している。かれらの世代深度は浅 く,タ ンベルマ族では3～

4世 代まで しか祖先をたどることができない。 クラン・リニアリティをもつコンコン

バ族も6世 代以上はさかのぼれないとD 。タイ トは報告 している[TAIT　 1961:222]。

血縁的連帯よりはむ しろ,土 地の共通性,農 業労働の協力,集 団的防衛等を基礎にし

た地域的に連帯のほうが第一義的に重要なのである。つまり,最 大の政治単位は部族

ではな く,地 域共同体であり,そ の地縁的境界はかなりな程度まで生態学的な地形で

きまっている。重要な政治的意志や祭宴の執行は地域共同体ごとの家族長の合議によ
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って決定され,最 大の危機に直面 したときは,地 域共同体は連盟も実現する。

　しか し,中 央的な政治権威は存在 しない。そ して,そ うした地域共同体を構成 して

いるのが,家 族を基礎にした分節組織であり,儀 礼組織なのである。パ レオニグリテ

ィックの中にはイスラム教の影響を受けて,政 治首長を創設 し,平 地諸族に対抗 した

山地民もあるが,こ れは,伝 統的には存在の認められない政治組織である。かれらの

政治過程は,通 常,呪 的権威による儀礼支配をとおして実現されるのである。

3.裸 体 性

　 と ころで,パ レオ ニ グ リテ ィ ックの 防衛 意 識 が も っ と も典 型 的 に現 わ れ て い るの が

住 居 形式 で あ る。 中で も,ア タ コ ラ山地 の シ ャ トウ(Ch飢eau)と 呼 ば れ る ソ ンバ 族,

タ ンベル マ族 の城塞 住 居[和 田　 1979a],ガ ーナ北 部 の カ セ ナ族,ロ ビ族 等 の塗 塁 の

よ うな 砦 形 住 居[川 田　 1979a,1979b,1979c],マ ンダ ラ山 地 の 尖 った 円錐 形 の屋 根

を も つ 円形 住 居 を い くつ もつ な ぎ合 わせ た ラ ビー リ ンス の よ うな マ タ カ ム,カ プ シ キ,

ヒデ等 の 諸 族 の要塞 型 の 屋 敷[江 口　 1978;ガ ル デ ィ　 1960],そ して ナ イ ジェ リア

高 地 の ユ ー フ ォル ビア の 垣 根 で 囲 ま れ た ビロ ム族,イ リグエ族 の 奥 行 きの 深 い 屋 敷

[FROELICH　 l968],等 に つ い て は,す で に多 くの 民 族誌 が あ り,そ こで は,住 居 や

屋 敷 の構 造 や 平 面 図等 に合 わせ て い か に防 衛 を 中心 に建 築 が 行 わ れ て きた か が 明 らか

に され て い る。 そ こで こ こで は これ らの諸 族 の 住 居 形 態 につ いて 繰 り返 し述 べ る の は

さけ て,パ レオ ニ グ リテ ィ ック に きわ め て特 徴 的 な 文 化 の 対 照 性 に つ い て言 及 した い。

写真2　 タ ンベルマ族 の城塞住居

596



和田　　トーゴ北部諸族の技術誌をめぐる諸問題

写真3　 カメルー ン北部 ・マ ンダ ラ山地マキ シ族(ヒ デ族の分派)の 防

　　　 　衛 的な砦形住居(1983　 江ロー久氏撮影)

　つまり,か れ らは家屋に関しては平地農民が及ばぬほど卓越 した建築技術を発揮す

るにもかかわ らず,身 体を保護する衣類に関 しては,ほ とんど関心を示すことがな く,

衣 と住 との間にきわめて顕著な対照性がみられるのである。

　裸体性はアルカイックな文化表現のひとつである。巧妙に構築された建築物は,お

そらくイスラム侵入以後に防衛のために発達 した比較的新 しい山地民の文化であるが,

裸体性はパ レオニグ リティックの過去を明確にする主要な文化表象のひとつのように

思われる。

　中部サハ ラには,そ うした古代アフリカを推察できる有力な手掛りが残されている。

それは,タ ッシリ山地(Tassili)に 残されている岩壁画である。 フランス人ア ンリー

・ロー トの先駆的な仕事によると.サハ ラがまだ緑におおわれていた時代(西 紀前4000

年),タ ッシリから地中海方面 に向って肌の黒い人種が占拠 していたとみられ,ロ ート

等 によってフレスコに見立てられた岩面画は2),現 在のニグロイドの遠い祖先が残 し

たものと考えられている[LHOTE　 1958]。 傷痕,ふ んどし,装 身具,仮 面等3)の デザ

2)ロ ー トはサハ ラの壁画を フレスコ(fresques)と 呼んで いるが[LHoTE　 1958],美 術史で フ レ

ス コ(fresco)と いえば ほとん どの場合,漆 喰壁に描 かれた絵画を指 している。 故にサハ ラの

岩壁画を フレス コと呼ぶのは適 切な表現ではない。

3)n・ 一トは アウア ンレトの山塊(Aouanrhet)で 身体 に奇妙な縞 模様をつけ,仮 面をかぶ った

男の絵 を発見 した。その仮面 は現在,象 牙海岸のセヌフォ族がイニシエー ションの際に用いる

形式 と類似 してお り,ま た,頭 の羽根飾 りや腕やふ くらはぎに巻 いた飾 り,そ して点描のデ

ッサ ンは,今 でも 西アフ リカの奥地によ って 実行 されている傷痕 に通ずる ものがあ るという

[LHOTE　 　1958:87-90]。
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◇

図3　 未婚女性の植物性の腰
　　 飾り(キ ルデイ族)

図4　 既婚女性の鉄製の腰飾
　　　り(ヒデ族)

図5　 未婚女性の皮製腰飾り
　　　 (ヒデ族)

イ ンは,現 在 の パ レオ ニ グ リテ ィ ッ クの 文 化 に相 通 ず る共 通 性 があ り,裸 体性 に結 び

つ く もの で あ る。

　 す で に筆 者 は,全 裸 あ るい は 素朴 な ふ ん ど しが,ア タ コラ 山地 民 の文 化 特 性 で あ り,

伝 統 的な ス タ イル で あ る こ とを 自 らの観 察 を加 え て紹 介 した。 ま た,山 中で,傷 痕 を

施 され た少 女 た ち に出 合 った と きの 最 初 の 衝 撃 につ い て も 報 告 した[和 田　 1981]。

マ ンダ ラ 山地,コ ン ジェ ラ峰で ヒデ族(Hide)を 調 査 した江 ロー 久 氏 に よ る と,男 性 は

ペ ニ スを 覆 う こ とな く,尻 あ て の つ い た腰 紐 を1本 巻 い て生 活 して お り,未 婚 で あ れ

ば,パ ッ ァパ ッ ァ(PacaPaca)と 呼 ばれ るす だれ 状 の皮 の腰 飾 りを つ け,結 婚 後 は カザ

ンゲ ル(ugazdijgel)と い う鉄 製 の腰 飾 りを つ け るだ け で あ った と い う[江 口　 1978]。

た だ し,カ ザ ンゲ ル は労 働 には適 さ な い の で,ふ だ ん の畑 仕 事 に は この腰 飾 りは家 に

置 いて,か わ り にカ イ セ ドラ(Kha2a　 Senegatansis)等 の 葉 を 腰 に巻 い て 出 か け る とい

う[江 口　 1978:54--55,115]。

　 ナ イ ジ ェ リァ の ジ ョス 高 原 で も,1950年 代 の民 族誌 写 真 に よ る と,ふ だん は腰 に木

葉 の束 を巻 くだ け の簡 単 なふ ん ど しが身 につ け るす べ てで あ った。 ま た,コ ル ドフ ァ

ンの ヌバ 山 地 につ いて は,写 真 家 五.リ ー フ ェ ン シュタ ール に よ って完 全 な 裸 体 生 活

が カ メ ラに お さ め られ て い る[RIEFENsTAHL　 l976]。

　 この よ う に,パ レオ ニ グ リテ ィ ック は樹 皮 布 さえ つ くらず,巧 妙 なつ く りの 屋 敷 に

住 み な が ら,も っぱ ら裸 体 で生 活 して い た。 マ タ カム族 も現 在 は,フ ル ベ族 か ら教 え

られ て 機 織 の 技 術 を も って い る。 だ が,身 体 に シ ョール の よ うに布 片 を か け る よ うに

な った の は,独 立 後,し ば ら く して か らで,局 部 の露 出 に差 恥 心 を もつ よ うにな った

の は最 近 の こ とだ とい わ れ て い る。 ア タ コ ラ 山地 にお いて も,ほ ぼ 同様 の歴 史 経 過 を

た ど って 表 類 が 普 及 し,筆 者 の調 査 時 点 で は全 裸 は古 老 に しか み られ な くな って い た。
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フ レ ー リッ ヒの指 摘 した パ レオ ニ グ リテ ィ ックの全 裸 性 も表 面 的 に うす れ つ つ あ るが,

文 化 特性 と して 消滅 した わ けで はな い。

4.鍛 冶 師

　 ところが,鍛 冶師は今でも一糸まとわぬ全裸で作業を行 っている。マ ンダラ山地で

は,R.ガ ルディによって報告 されたマタカム族 の鍛冶師の全裸性が有名であるが

[ガルディ　 19601,部 族がちがっても,こ の地方に住む鍛冶師たちならすべて,精 錬

作業を成功させるために,全 裸で作業を行い,ふ だんで も一切の衣類をまとうことを

しない。全裸性は鍛冶師の証明であり,農 耕民 との間に一線 を画するクラン表象であ

る。 「ドラ」(dra)と 呼ばれるヒデ族 の鍛冶集団を調査した江ロー久氏 も,「 ほんと
　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　

うの はだ か と は,か じ屋 の 男 た ちの こ とを い うの で す(傍 点 原 著 者)」 と述 べ て い る

[江 口　 1978:54]。 だ が,こ う した鍛 冶 屋 の裸 体 性 それ 自体 は,鉄 とパ レオニ グ リ

テ ィ ック の結 び つ き につ いて 何 ひ と つ 語 って は い な い。 なぜ,パ レオ ニ グ リテ ィ ック

が鉄 をつ くる よ う にな った の か も一 切 不 明 で あ る。

　 原 始 的 な 鉄 の 生 産 技 術 は,土 製 高 炉 に鉱石 と炭 を 混ぜ 合 わせ て投 入 し,火 をつ け る

だ けな の で,原 理 的 には そ れ ほ どむ ず か しい仕 事 で は な くて,ニ グ ロ イ ドに よ って発

見 され た可 能 性 が 強 い。 ア フ リカ 大 陸 で は,ラ テ ライ トの露 出鉱 が多 数 あ り,鉄 生 産

の条 件 は そ ろ って いた。R.モ ー 二 に よ る と,西 紀 前300年 頃,す で に西 ス ーダ ン ・サ

バ ンナ帯 で は鉄 生 産 が 開 始 され て いた と い う[MAUNY　 1947:34]。 た だ,現 時 点 で

は古 代 都 市 メ ロエ の ボ タ 山 以前 の古 い遺 跡 は 発 見 され て いな い ので,サ ハ ラ以 南 の ア

フ リカ に お け る鉄 生 産 の技 術 は,紀 元1世 紀 頃,古 代 の製 鉄 セ ンタ ー,メ ロエか ら長

槍 を も っ た騎 馬 民族 を介 して,チ ャ ド方 面 に伝 播 し,そ こか らさ らに,ア フ リカ全 域

に広 が った とい うの が通 説 に な って い る。 しか し,モ ー二 の研 究 を基 礎 に推 定 す る と,

鉄 製 法 は北 ア フ リカ の カ ル タ ゴ やバ ーバ リ,コ ー ス トか らサハ ラを越 えて,紀 元 前3

世 紀 頃,す で にニ ジ ェール 河 畔 の諸 都 市 に伝播 して い た とい う見 方 も成 り立 つ。 いず

れ に して もパ レオ ニ グ リテ ィ ッ クが鉄 生 産 に 関係 した歴 史 は古 く,少 な く と も西 紀 以

前 で あ った こ とは ま ちが い な い。

　 同様 に,現 在,ヴ ォル タ 集 団,ナ イ ジ ェ リア集 団,北 カ メル ー ン集 団 にみ られ る鍛 冶

師 の 裸 体 性 も起 源 的 には 古 く,お そ ら くパ レオ ニ グ リテ ィ ック に直 接 結 びつ く文 化 特

性 の ひ とつ の よ うに思 わ れ る。 シ ュ レ ・カ ナ ール に よれ ば,ア フ リカ に お け る綿 織 物

は,11世 紀,エ ル ・ベ ク リに よ って は じめ て 西 ア フ リカで 確 認 され た の で あ り,イ ス ラ

ム以 前 には 布 地 の着 用 が な く,裸 体 がふ つ うの こ とで あ った[カ ナ ール 　 1964:142]。
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つ ま り鉄生 産 の起 源 と裸 体 性 は アル カ イ ックな 面 で 一 致 して い る。 た だ し,パ レオ ニ

グ リテ ィ ック4集 団 の 中で,コ ル ドフ ァ ン集 団 に は鉄 工 職 人 は存 在 しな い。 今 日,こ

の 地 方 にみ られ る鍛 冶 師 は,ア ラ ブ人 の需 要 に応 じて成 立 した もの で,伝 統 的 な ス ー

ダ ン人 の 生 活 に結 び つ い て い るわ けで はな い。 おそ ら く,コ ル ドフ ァ ン地 方 は 古 代 都

市 メ ロ エ に近 い位 置 に あ り,部 族 内 に鍛 冶 集 団 をか か え る こ とな く,何 らか の 方 法 で

鉄 を 入 手 して いた と思 わ れ る。

　 鉄 造 りは秘 伝 で あ る。 何 の変 哲 もな い石 や 川 砂 を 鉄 に変 え る技 術 は神 秘 性 を お び て

い て,一 種 の 魔術 で あ る。 故 に,鍛 冶 師 は しば しば尊 敬 と威 怖 の入 りま じ った 目で み

られ て い た。

　 す で に述 べ た よ う に,北 カ メル ー ンで は,鍛 冶 師 は特 殊 な 職 能 ク ラ ンを形 成 し,祭

式 を 主 宰 し,予 言 者 に な る。 内婚 制で,そ の 家 族 は他 の 家 族 とま じわ らな い 。鍛 冶 師

の 妻 も助 産 婦 で あ り,土 器 作 り もか れ らにだ け許 され た 専 門 職 で あ る。 鉄 工 と土 器 作

り は技 術 的 に,関 係 が 深 く,ア フ リカの製 鉄 法 は土 器 作 りか ら発 見 さ れ た とい う見 方

も有 力 で あ る。 鉄 も土 器 も同 じ ク ラ ン内 の専 門 的 職 業 で あ るが,男 女 の 分業 に よ って

生 産 され て い る こ と は,注 目す べ き事 実 で あ る。

　 ヴ ォル タ 集 団 も鍛冶 師集 団 は 男性 で,土 器 製 作 者 は 女 性 で あ る。 しか し,か れ らは

カ メル ー ン集 団 の よ う に内婚 的 な職 能 集 団 を形 成 す る こ とは な く,ま た,む らの祭 式

の主 宰 者 にな る とは 限 らな い。 つ ま り,同 じパ レオ ニ グ リテ ィ ックで も,4地 域 で鍛

冶 師 の存 在 に関 す る社 会 的 な い し文 化 的な 位 置 づ けが 異 な って いて,職 能 集 団 と して

の役 割 に もバ リエ ー シ ョンが あ る。 しか し,パ レオ ニ グ リテ ィ ックは,イ ス ラム諸 王

国 の 支 酬 幾構 か ら離 れ て い た ので,ウ ォ ロ フ(Wolof),セ レール(Serer),ト ゥク ロ

ール(Tukulor)等 の諸 族 にみ られ る鍛 冶 師 の職 能別 カ ース トは 存在 せ ず,呪 的権 威

は 認 め られ て も集 団構 成 と して は 平等 だ った ので あ る。

5.　 そ の他 の文 化特性

　その他のパレオニグリティックの文化特性は細かな項目にな り,ど の程度古代アフ

リカ的な要素をもつのかひとつひとつ論証するのはむずか しい。

　武器としては弓矢が伝統的に重要で,ユ ーフォルビアを原料にした矢毒の製法が発

達 している。また,遠 出のばあいは短剣の携帯が一般的で,通 常,肩 か首にかけて歩

行する。ただ し,コ ル ドファン地方では,槍 が重要で戦闘用に常備されている。

　ついで,武 器と同じように携帯されるものとして,皮 製袋がある。大きな物は肩 か

ら,小 さな物は首からさげる。現在は,た ばこ,パ イプ,塩,薬 草,そ して金銭等を

600



和田　　トーゴ北部諸族の技術誌をめぐる諸問題

中 に 入 れ て携 行 す る が,起 源 は古 く,

昔 か ら裸 体 生 活 の 必 需 品 にな って い た。

　 農 具 につ いて は西 ア フ リカで,一 般

に 「ダ バ 」(daba)と 呼 ば れ て い る 柄

の短 い手 鍬 がパ レ オ ニ グ リテ ィ ック に

起 源 を も つ,古 代 的 形 態 の よ う に思 わ

れ る4)。 よ り古 い農 具 と して は 掘 り棒

が想 定 され るが,農 耕 民 の あ いだ で は

現 存 す る もの はな く,コ ル ドフ ァ ン地

方 で 今 も 用 い られ て い る柄 の 先 端 に小

さ な シ ャベル 状 の 刃 の つ いた,一 種 の

鋤 に掘 り棒 に似 た アル カ イ ックな 農 具

の形 態 が残 され て い る。 「ダ バ」 に も

さ ま ざ ま な 形態 が あ る こ と を川 田順 造

写真4　 パ レオニグ リテ ィックの首にかけ

　　 　　る短剣(タ ンベルマ族)

写真5　 鉄鉱石の採取(セ ヌフォ族)

氏はスケ ッチをもって示 して い るが

[川田　 1979d],ナ イジェリア地方で

使用されている農具については本館で

も収集され,比 較研究が可能である。

けずめ付の鍬は 「ダバ」の一種である

が,こ の地方に独特なものである。ま

た,パ レオニグリティックのばあい,

穀物の製粉には家屋 に備えつけられた

石臼が用いられ,平 地農耕民のあいだ

に並及 している木製の臼と杵は,伝 統

的な農具のカテゴリーの中には存在 し

なかったものである。

　楽器としてはヤギやウシの角に穴を

4)「 ダバ」(daba)は 西 アフ リカで使用 されて いる柄の短い鍬の総称である。 語源は北部 マ ンデ

イ語 にあ るが,ス ーダ ン・サヘールの諸族 に一般に通用す る言葉にな って いる。
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あ け た角笛,モ ロ コ シで 作 った 口琴,鉄 の輪 の ガ ラガ ラ等 は イ ス ラ ム以 前 か ら愛 用 さ

れ て いた と思 わ れ るが,リ ュー トの よ うな 弦楽 器 は イ ス ラ ム か ら導 入 され た新 しい も

の と考 え られ る。

　 仮 面 は 本来,裸 族 で あ るパ レオ ニ グ リテ ィ ック に は認 め られ な いが,セ ヌ フォ族 の

よ う に,製 鉄 法 に古 代 的 な 文化 要 素 を残 しな が ら も森 林 文 化 の 影響 を 受 けて,秘 密 結

社 が 芸 術 的 な 仮 面 を 製 作 して い る例 外 的 な ケ ー ス も あ る。

　 以 上,パ レオ ニ グ リテ ィ ックの 主要 な文 化 特性 を素 描 した が,こ れ らの 問題 に つ い

て は,さ ら に多 数 の 比 較 資 料 を収 集 し,詳 細 な 検 討 を加 え る必 要 が あ る。 筆 者 は1972

年,北 部 トー ゴに お い て パ レオ ニ グ リテ ィ ック の調 査 を行 い,ア タ コ ラ山地 民 に あ た

って 一帯 の 文化 特 性 を 明 らか に しよ うとつ と め た。 そ こ に は,す で に若干 ふ れ た よ う

に,パ レオ ニ グ リテ ィ ック と して の基 本 的な 文 化 特 性 が み られ た が,ま た,ア タ コ ラ

山 地 の独 自 な歴 史 性,地 域 性 を反 映 した文 化 の 展 開 を み とめ られ た の で あ る。

4.北 部 トー ゴの 文 化 特 性

1.　 平地民の技術誌

　 す で に述 べ た よ うに,ト ー ゴ国 は通 常,南 部 と北 部 に区分 され る。 独 立 直 後 ま で,

ほ とん ど未 開 状態 で あ っ た フ ァザ オ(Fazao)の 無 人 地 帯 を境 に,南 部 は ギニ ア 型,北

部 は ス ー ダ ン型 の人 種 的特 徴 を示 し,言 語 学 的 に は前 者 の ク ワ語 系(Kwa),後 者 が ヴ

ォ ル タ系(Volta)あ る い は グル 語 系(Gur)と 総 称 さ れ る[和 田 　1979:534-535]。

　 北 部 ヴ ォル タ系 諸 語 は,現 在 の言 語 学 の 一致 した分 類 名で はな いが,ト ーゴ で は 通

常,パ ラ ・グル マ(Para-Gourma)と テ ム ・カ ブ レ(Tem-Kabre)に2分 類 さ れ,

前 者 に は,モ バ(Moba),グ ル マ(Gourma),バ ッサ リ(Bassari),コ ンコ ンバ(Kon-

komba),ガ ンガ ン(Gangan),チ ャ ンバ(Tchamba),タ ンベル マ(Tamberma),

ナ チ ャバ(Natchaba),後 者 には,カ ビエ(Kabyさ),テ ム(Tem)=コ トコ リ(Cotocoli),

ン トリブ(Ntribou),ラ ンバ(Lamba),ナ ウ デ ム(Nawdem)が 含 ま れ て い る。

　 しか し,2つ の言 語 集 団 の どち ら に属 す る にせ よ,北 部 トー ゴ諸族 は,歴 史 民 族 学

的 には す べ て パ レオ ニ グ リテ ィ ック の文 化 領 域 の内 にあ り,多 か れ少 な か れ 古代 ア フ

リカ 的な文 化 要 素 を残 存 させ て きた とみ られ て い る。 だ が,パ レオ ニ グ リテ ィ ック と

して フ レー リ ッ ヒが注 目 して い るの は ガ ブ レ,ナ ウデ ムバ(ロ ッソ),タ ン ベル マ(ソ

ンバ),ラ ンバ の4部 族 で あ る。 そ の 理 由 は,お そ ら く北 部 諸 族 の 中で 現 在,山 地 民

と して位 置 づ け られ るの は,こ れ らの4部 族 で あ り,他 の部 族 で は 大 半 が 平地 に適 応
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して生 活 を 営 ん で い るか らで あ ろ う。

　 そ こで,北 部 諸 族 のパ レオ ニ グ リテ ィ ッ クの文 化 特性 を考 察 す る ばあ い,ま ず 山 地

型 と平地 型 に分 け て 比較 す る の が有 効 で あ る。 た だ し,平 地 型 と い って も,ア タ コ ラ

山 脈 の影 響 を 受 け て,中 部 州 や カ ラ州 で は,台 地 状 の 地 形 が 主 要 な 生活 環 境 で あ り,

標 高差 が な く,純 粋 な 平地 と み な さ れ る の は,カ ンテ(Kant)以 北 に広 が るサ バ ンナ

州 の オ テ ィ(Oti),カ ラ(Kara),ケ ラ ン(Keran),3つ の川 の流 域 平 原 で あ る。

　 さ て,北 部 の は じま りは ソ コ デ(Sokode)で あ る。 中部 州 の 州 都 で あ り,主 要 な住

民 は コ トコ リ族 で あ る。 同 じテ ム ・カ ビエ系 言 語 を話 す カ ブ レ族,ナ ウ デ ンバ族 と比

較 す る と,平 地 型 で,も は や パ レオ ニ グ リテ ィ ックの 文 化 特 性 は 感 じ とれ な い。　 し

か し,フ レー リ ッヒに した が うと,16世 紀 末 まで,そ こ はパ レオ ニ グ リテ ィ ックの

土 地 だ った ので あ り,具 体 的 な 住 民 と して は ラマ 族(Lama)の 名 が あ げ られ て い る

[FROEUCH　 et　al.1963:6]。 ラ マ族 の呼 称 は現 在,地 名 に残 って い るが,正 体 は不

明 で あ る。 お そ ら く現 在 の カ ブ レ族 や ラ ンバ族 に近 い種 族 で あ った と推 察 され る。17

世紀 に 入 る と,パ レオ ・ス ー ダ ン文 化 を も った グル マ,バ ッサ リ,ダ ゴ ンバ,バ リバ

等 の諸 族 が あ い つ い で 南 下 して きて,ソ コ デ に到達 し,ラ マ族 の居 住 地 を奪 った。 ラ

マ族 の ゆ くえ はわ か らな いが,四 散 して山 中 に潜 入 した と思 わ れ る。 さ ら に18世 紀 か

ら19世 紀 に か け て,今 度 は,ネ オ ・ス ーダ ン 文 化 を も った 人 び とが5),西 ス ー ダ ン や

ニ ジェ ー ル方 面 か ら移 住 して きて,自 分 た ちの す ぐれ た文 化 を紹 介 した。 騎 馬,槍,

刃 剣,マ ス ヶ ッ ト銃,イ ス ラ ム装 束,足 踏 み織 機,そ して割 礼 の習 慣 等 は,そ の と き

もた らされ た ので あ る。 だ が,か れ らは,言 語 に関 して は土 地 の言 葉,テ ム語 に 同化

した。 現 在,テ ム語 を話 す 人 び との こ とを コ トコ リ族 と呼 ん で い るが,語 源 は明 らか

で はな い。 た だ,コ トコ リ族 とい う呼 称 は,ソ コデ地 方 の 政 治 的 な 統 合 過程 を 通 して

普 及 した と思 わ れ る。

　 す な わ ち,ソ コデ が チ ャ ウ ジ ョ(Tchaoudjo)と 呼 ば れ て い た 頃,11の 首 長領 を支

配 す る最 高 首 長 ウ ロ ・エ ソ(Uro　 Eso)が 出現 し,一 帯 に は封 建 的 な 政 治 体制 が形 成

さ れて い った 。 ソ コ デ は,ガ ー ナ北 部 か らの 移住 者,ダ ゴ ンバ族 が創 った 都市 だ とい

わ れ て い るが,ナ イ ジ ェ リア北 部 の ハ ウサ族 等 も交 易 の た め に集 合 し,イ ス ラム文 化

の町 に成 長 して い っ た。 そ して1850年 か ら1870年 の あ い だ に,イ ス ラム教 徒 た ち は,

5)ネ オ ・スーダ ン文化 に分類される文化項 目は,楽 器類では擦 り太鼓,ダ ブル ・ゴング,つ つ

み,締 め金付ハープ等,容 器類では装飾 されたスプー ン,取 手つ き壼等。装身具では金属製腕

輪,金 属製 くるぶ し飾 り等,武 器,戦 闘具と して は,腕 鎧,戦 闘用斧,短 剣,鋸 歯付脂輪,弓

置 き等,農 具で は刃孔さ し込み式の鍬,穂 刈鎌,包 丁等である[BAuMANN　 1957:72-751一

王国,一 部族に これ らの文化項 目が完全にそろっているわけではないが,ト ーゴ北部諸族 との

関係 でいえ ば,モ シ族,ダ ゴンバ族等がネオ ・スーダ ン文化 の担い手 である。
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首 長 領 を再 編 成 し,チ ャ ウ ジ ョの 最 高 首 長 チ ャ ・ジ ョボ(Tya】Djobo)1世 を イス ラ

ム教 徒 に改 宗 した 。 したが って,コ トコ リ族 は,起 源 は多 様 で あ って も㌧ ス ーダ ン文

化 の継 承 者 で あ り,言 語 を の ぞ く と,パ レオ ニ グ リテ ィ ッ クの文 化 要 素 は ほ とん ど認

め られ ず,現 在,そ の93パ ー セ ン トが イス ラ ム教 徒 で あ る[DELvAL　 l980:35]。

　 と ころ が,ソ コ デの 北 西 約57キ ロの 地 点 に位 置 して い る バ ッサ リ山 を 中心 に分 布 し

て い るバ ッサ リ族 は,コ トコ リ族 と同 じよ うに起 源 が異 な る さ ま ざ まな 集 団 か ら構 成

さ れ て い るが,古 代 ア フ リカ的 な文 化要 素 を維 持 して い る不 思 議 な 部 族 で あ る。 か れ

らは,自 らを 「べ ・テ ィア ンベ」(Be-Tyambe)と 呼ん で お り,そ れ は バ ッサ リ語 で

鉄 工 職 人 とい う意 味 で あ る。 バ ッサ リ族 の も っ と も重 要 な生 業 が,鉄 生 産 と鍛 冶職 で

あ った た め,こ の 自称 を衿 持 を も って 名 の る こと に な っ た。 だ が,し だ い にべ ・テ ィ

ア ンベ は部 分 的 にな り,バ ッサ リ族 の 方 が包括 的 な 呼称 と して一 般 的 に使 用 され る よ

うにな っ た。

　 バ ッサ リ語 は コ ンコ ンバ,モ バ,グ ル マ等 の諸 族 の言 葉 と近 縁 なパ ラ ・グル マ語 系

で あ る が,方 言 が 多 く,い くつ か の ク ラ ンは,「 べ ・タ プ ンベ」(Be-Tapumbe),す な

わ ち,境 界 人 と呼 ばれ て い る。 と くに,山 岳 部 に は,ヴ ォ ル タ諸 王 国 の 支 配 領 域 か ら

脱 走 した 人 び とが移 り住 み,バ ッサ リ語 を話 せ る人 び と は少 な か った よ うで あ る。

　 歴 史 伝 承 に よ る と,べ ・テ ィア ンベ が バ ッサ リ地 方 へ や って きた と き,先 住 民 の パ

レオ ニ グ リテ ィ ックの ラマ族 と遭 遇 し,

交 婚 しあ った とい う。 まだ 充 分 な 口頭

伝 承 の 収 集 が 行 わ れ て いな いの で,絶

対 年 代 の 推 定 は 不 可 能 で あ るが,べ ・

テ ィア ンベ と鉄 生 産 の 関 係 は この 頃 は

じま ったの で はな いか と推 察 され る。

バ ン ジ ャ リ(Bandjeri)の 背 後 の 山 中

に は,鉄 鉱 石 を 採 取 した 多 数 の 跡 地 が

あ る。 ま た 古 代 的 な 土 製 高炉 の 遺 跡 が

バ ンジ ャ リの 他,ビ チ ャベ(Bitchabe),

バ ッサル(Bassar),ナ バ ブ ン(Naba-

bun),カ ブ(Kabu)等 にあ り,捨 て ら

れ た鉱 津 の 山は バ ッサ リ地 方 の 各 地 か

ら発 見 され て い る。 最 近,こ う した バ

ッサ リ地 方 の製 鉄 の遺 跡 調 査 がP,バ 写真6　 土製高炉(バ ッサ リ族)
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写真7　 製造 された錬鉄(バ ッサ リ族)

ロ ス に よ って行 わ れ,成 果 の一 部 が発 表 さ れ た。 その 報 告 に よ る と,も っ と も古 い鉱

津 の マ ウ ン ドか ら,採 取 した木 炭 の燃 え さ しを ラジ オ ・カ ー ボ ン法 に よ って 測定 す る

と,こ の 地 方 の 鉄 生 産 は14世 紀 ま で に 開始 さ れ て いた と判 定 され た[BARRos　 l986:

158]。 い った い,ど こか ら製 鉄 技 術 が もた らされ た の で あ ろ うか。

　 年 代 の 古 さか ら判 断 して,西 ス ーダ ンか ら伝 播 した こと は確 実 で,た ぶ ん,パ レオ

ニ グ リテ ィ ックの ラマ 族 が生 産 に従 事 して い た と思 わ れ る。 そ の 後,鉄 生 産 が も っ と

も盛 ん にな るの は,16世 紀 か ら19世 紀 の あ い だで,そ れ は,15世 紀 か ら16世 紀 に か け

て 西 隣 りの ガ ーナ北 部 に ダ ゴ ンバ,マ ンプ ル シ,ゴ ンジ ャ等 の 諸 王 国 が成 立 し,緊 急

に武 器 の 需 要 が 高 ま った か らで あ ろ う。 捨 て られて あ る鉱 津 の 山の 量 の 多 くは,こ の

時 代 の もの で あ り,当 時,バ ッサ リ地 方 は,古 代 都 市 メ ロ エ と 同 じよ う に工 業 セ ンタ

ーで あ った の で あ る。 生 産能 力 を高 め る た め,精 錬 工 と鍛 冶 師 は,ク ラ ン別 の分 業 体

制 を とって い た。 相 互 に職 種 を お かす ことな く,精 錬 工 た ちは で きあ が った鉄 を カ ゥ

ン タ ー ・パ ー トの鍛 冶 師 た ち に売 り渡 す の が決 ま りで あ った 。 鍛 冶 師 た ち は,そ の錬

鉄 を つ か って 鍬,鋤,斧 等 の農 具 を生 産 し,農 耕 民 の 需 要 に応 ず る と共 に,槍 先,山

刃,鎌 等 の戦 いの 道 具 をつ くって い た の で あ る[和 田　 1987c]。

　 鉄 を 目的 に各地 か ら商 人 た ちが 集 ま って きて,バ ッサ リ領 内 は,交 易 で 大 いに に ぎ

わ った 。 鉄 と並 ん で 重 要 な 交 易 品 の ひ と つで あ る コ ー ラ を求 め て遠 くナ イ ジ ェ リァ の

ハ ウサ 諸 都 市 か らガ ー ナ の森 林 王 国 ア シ ャ ンテ ィへ 向 う キ ャ ラバ ン も,こ こを 中継 基

地 に して いた 。17世 紀 頃 か ら,鉄 生 産 地 を首 邑 に い くつ か の バ ッサ リ諸 王 国 が形 成 さ

605



国立民族学博物館研究報告　　13巻3号

れ,領 内 を 通 過す る商 人 た ち か ら通行 税 を と り,富 を蓄 積 した 。

　 こ う したバ ッサ リ首 長 国 の繁 栄 に対 してダ ボ ンバ 王 国 が しき りに攻 撃 を加 え,富 の

略 奪 を くわ だて たが,そ れ を は ね返 す 強力 な 防 衛 体 制 が と られ て いて,政 治 的 な 実 力

も相 当 で あ った。 鉄 工 と鍛 冶 の技 術 に 関 して は,パ レオ ニ グ リテ ィ ックの古 代 的 な文

化 特 性 を維 持 しな が ら,政 治 的指 導 者 を も ち,首 長 国 と して ネ オ ・ス ーダ ン文 化 の 特

徴 を発 展 させ た が,ア ニ ミス テ ィ ックな 要 素 を残 し,コ トコ リ族 の よ うに全 面 的 にイ

ス ラ ム化 しな か った と ころ にバ ッサ リ族 の 特 徴 が あ る。

　 さて,北 部 か らや って きた イ ス ラム教 徒 を 担 い手 とす る ネオ ・ス ーダ ン文 化 は,ソ

コ デの 他 にパ フ ィ ロ(Bafilo)に も定 着 した 。 ソ コデ か ら,ト ー ゴ中 部 を南 北 に両 断

す る急 峻 な ア レ ジ ョウ(Nedjo)の 断 層 崖 を越 え て 北 へ51キ ロの 地点 に パ フ ィロ が あ

る。 昔 は ラマ族 が住 ん で い た 高地 で あ り,19世 紀 初 頭,北 部 か ら フ ァダ ・ング ル マ

(Fada　 N'gourma)の 王 家 と首 長 の 子 孫 が来 住 して イ ス ラム首 長 国 を形 成 した。 そ れ

に後 続 して機 織 工,製 靴 職 人,鍛 冶 師,グ リオ(griot)等 の職 能 集 団 が 到 着 し,パ フ

ィ ロは トー ゴ北 部 の 手工 業 の 中心 にな った 。 現 在 も,南 部 エ ヴ ェ族 の ケ ンテ ・ク ロス

に対 抗 す る織 物 の製 作 地 と して有 名で あ る。

　 以 上,北 部 トー ゴ の イ ス ラム文 化 圏 は,ソ コデ ー バ ッサ リー バ フ ィロ を結 ぶ 線 で 囲

ま れ る三 角 地帯 で あ り,イ ス ラム教 徒 が通 過 しただ けの 北 部 サ バ ンナ で は,ネ オ ・ス

ーダ ン文 化 の 影響 は ほ とん どみ られず
,コ ンコ ンバ,モ バ,デ ィ,ナ ッチ ャ ンバ 等 の

平 地諸 族 は す べ て集 権 的 な政 治組 織 を もた ず ク ラ ンに よ る分 節 社 会 を形 成 して い る。

　 た え ず 周 囲 の諸 王 国 か ら征 服 さ れ て いた コ ンコ ンバ 族 は,ク ラ ン集 合性 が弱 く,相

互 間 に深 い亀裂 を生 じ,内 部 で 戦 闘 す る こ と さえ あ った 。 そ して モ バ族 は,グ ル マ や

マ ンプル シの王 制社 会 の支 配 を 受 け て,ク ラ ンの い くつ か は,家 臣 に な って い た。 人

口が少 な く勢 力 の弱 い デ ィ族 は,も っと も土 着 的 な 性 格 を 残 して いる が,今 日は モバ

族 とか な り混 血 して い る。16世 紀 以 来,ト ー ゴ北 部 の 平 原諸 族 は,断 続 的 な近 隣 か ら

の 侵 入 者 に悩 ま され て い た ので あ る。

　 しか し,こ こで 興 味 深 い こと は,コ ン コ ンバ 族 が,侵 入者 の ダ ゴ ンバ 族 と接 触 す る

よ りは,周 囲 の無 頭 的な 分 節 社 会 と よ り緊 密 な 関 係 を 結 ん で い た こ とで あ る。 そ れ故,

文 化 的 に もパ レオ ニ グ リテ ィ ッ クとの 類 似 性 の 方 が 高 い。 ク ラ ン成員 は共 通 の傷 痕 を

施 して い た。 前 に も述 べ た が,傷 痕 は古 代 ア フ リカ的 な 文 化 要 素 で あ る。 コ ン コ ンバ

族 は,女 子 に は顔 面,胸 部,腹 部,背 中 に複 雑 な 文 様 の 傷 痕 施 術 を 行 って い た 。 モ バ

族 もま た,イ ニ シ ェー シ ョ ンの際 に男 女 と も傷 痕 を つ け る。

　 裸 体 性 は,コ ンコ ンバ 族 の 方 が 強 く,男 はふ ん ど しをつ け,女 は木 綿 の 短 い腰 巻 き
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をつ け るだ け の裸 体 に近 い身 な りで あ った 。 モ バ族 に は ペ ニ ス ・サ ックのつ い た ふん

ど しや 三 角 形 の皮 製 前 だ れ が あ り,イ ニ シエ ー シ ョ ンの 際 に は 今 で も用 い られ て い る。

パ レオ ニ グ リテ ィ ック の文 化 に結 びつ く起 源 の 古 い着 用 物 で あ る。

　 装 身 具 と して は,鉄 製 腕 輪 や 木 の 実 の 首 飾 り等 にパ レオ ニ グ リテ ィ ッ クと 同形 態 の

もの が み られ る。 コ ン コ ンバ 族 の 中で,一 般 にガ ンガ ン族(Gangan)と して知 られ て

い る ブ ・コ ンボ ンク(Bu-Kombong)ク ラ ンの女 性 は水 晶 の 口栓 を は め る習 慣 が あ り,

装 身 具 の 中 に も っと も古 い文 化 要 素 が維 持 され て い る。

　 住 居 は,同 じ敷 地 内 に数 棟 の 円錐屋 根 ・円 筒形 の小 屋 を連 ね た グ ル マ系 の建 て方 で,

屋 敷 囲 いは あ るが,か な らず しも防衛 的 に は な って い な い。

　 コン コ ンバ 族 に もモ バ族 に も,鍛 冶 師 ク ラ ンは存 在 す る。 が.し か し,カ ー ス トは

形 成 しな い。 昔 は バ ッサ リ族 との 交易 を通 してバ ン ジ ャ リ等 か ら鉄 を 入 手 し,鉄 製 品

を 作 って いた。 ふ い ご は ヴ ォル タ諸 族 の あ い だ に普 及 して い る皮 ふ い ごで 一 対 型 ・複

式 羽 口で あ る。

　 以 上,平 地 サ バ ンナ諸 族 は,お そ ら く王 国形 成 よ りも古 い時 代 の グル マ 文 化 の 継 承

者 で あ り,王 権 支 配 に反 抗 して,む しろ平 等 な無 頭 社 会 と の接 触 を深 めた の で,文 化

的 には パ レオ ニ グ リテ ィ ック と高 い類 似 性 を示 して い る ので あ る。

2.　 山地民の技術誌

　 トーゴ北 部 で典 型 的 なパ レオ ニ グ リテ ィ ック 山地 民 は,カ ブ レ,ナ ウデ ンバ(ロ ッ

ソ),ラ ンバ,タ ンベル マ の諸 族 で あ る。 いず れ もア タ コ ラ山地 の 高 原 や丘 陵 地 に居 住

して い る。 この 中で も っと も人 口密 度 が高 く,集 約 的 な 農耕 を行 って い るの が ヵブ レ

族 で あ る。

　 L.フ ロ ベニ ウ ス は,カ ブ レ族 の こ とを 「Steinbauer」 と呼 ん だ 。土 地 と屋 敷 に岩

石 の使 用 が 目 立 つ か らで あ る[FRoBENIus　 l913]。 屋 敷 の囲 りに は除 石 の 山 が あ る。

屋 敷 の入 口 の両 側 に は,そ う した岩 石 を 並 べ て通 路 を 区 画 して い る。 堆 肥 場 の囲 い も

大 小 の岩 石 が 用 い られて い る。 そ して も っ と も注 目 され るの が,屋 敷 の背 後 に そ ば だ

つ 山地 に構 築 さ れ た岩 石 の テ ラスで あ る。 斜 面 を 階 段状 に切 り,適 当 な大 きさ の除 石

を 積 み重 ね て,土 手 を築 き,山 頂 まで 農 地 を拡 大 して い る。

　 テ ラス農 耕 は 山地 民 の人 口密 度 が促 進 要 因 にな る。 山地 民 は人 口増 加 に と もな う食

糧 確保 の た め に テ ラス農 耕 を発 達 させ た 。 フ レ ー リ ッヒが 調査 した1940年 代 後 半,カ

ブ レ族 の 中心 居 住 区で あ る ラマ ・カ ラ地 区(Lama-Kara)で1平 方 キ ロあ た りの 人 口

密 度 は約250人 で あ った。 カ ブ レ族 と地 理 的 に も っと も近 接 して い るナ ウデ ンバ族 も,
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斜 面 を格 子 状 に 区切 り,土 手 を 造 成 し,土 壌 の 流 出 を防 いで,斜 面 農耕 を 行 って い る。

しか し,カ ブ レ族 の テ ラ ス農 耕 ほ ど巧 妙 で は な い。

　 人 ロ密 度 が1平 方 キ ロ約10か ら25人 の地 区 と,10人 以 下 の地 区 か ら構 成 され て い る

ラ ンバ族 で は な だ らかな 丘 陵 地 に農 地 を 拡 大 した 場 所 は あ って も テ ラス農 耕 は ほ とん

ど み られ な い。 同 程度 の人 口密 度 の タ ンベル マ族 もま た,山 地 の一 部 に階 段 状 耕 作 を

行 って いる が,土 地 利 用 の技 術 と して は 脆 弱 な もの で あ る。 した が って北 部 トー ゴの

テ ラス農 耕 に象 徴 され るパ レオ ニ グ リテ ィ ックの集 約 的農 耕 は 山地 民 の人 口圧 力 が 大

き く作 用 して い る こと は ま ちが いな く,古 代 的要 素 は ま った く関 係 な い よ う に思 わ れ

る。 そ れ で は,な ぜ カ ブ レ族 に急 速 な 人 口増加 が お こ った ので あ ろ うか。

　 す で に述 べ た よ うに,カ ブ レ族 が 支 配 的 に居 住 して いる ラマ ・カ ラを 中心 に,北 は

マ ンゴ(Mango)と ケ ラ ン川(K6ran),南 は ソ トボ ア(Sotouboua),東 は ベ ニ ンの ジ

ュ グ ー(Diougou),西 は フ ァザ オ(Fazao)山 脈 か らブ リッタ(Blitta)に 囲 ま れ た地

域 が,昔,古 代 ラマ族 の遊 動 す る勢 力 圏 で あ った(図6参 照)[FRoELIcH　 l949:78]。

ラマ族 が しだ い に勢 力 圏 を 縮 小 され,山 岳 地帯 に封 入 され た の は,主 と して 侵 入 して

きた移 住 民 の外 圧 に よ る。

　 そ う した移 住 民 を列 挙 す る と,

　 　 1)　 ベ ニ ンの ニ ッキ(Nikki)か ら来 住 したバ リバ族

　 　 2)北 か ら南 下 して きて,現 在 の コ トコ リ族 の 中 に宗 主 ク ラ ン ・モ ラ(Mola)を

　 　 　 　 創 設 した グル マ 族

　 　 3)　 数 的 に は多 くはな か っ たが,ガ ーナ の ダ ゴ ンバ族,バ ッサ リ族(特 にべ ・テ

　 　 　 　 ィア ンベ),ア シャ ンテ ィ族,そ して ニ ジ ェー ル の デ ンデ ィ族(Dendi)

等 が あ げ られ る[FRo肌lcH　 l949a:87]。

　 か れ らが トーゴ 中部 に侵 入 して ラマ族 の 居 住地 に割 り込 んで きた ので あ る。 ま た,

移 住 民 以 外 の外 圧 と して,ニ ジ ェ ール 方 面 か らや って きた ジェル マ族(Dj　erma)の 騎

馬 隊 の侵 掠 と,海 岸 部 の フ ォ ン族(Fon),エ ヴ ェ族(Ewe),ア シ ャ ン テ ィ族 の 奴 隷 狩

の影 響 をみ の がす わ け に いか な い。 と りわ け 「ベ ニ ン分 離 帯 」 に成 立 した フ ォ ン族 を

中心 とす るダ ホ メ王 国 の 奴 隷 狩 は ラマ族 の 最 大 の恐 威 で あ った 。 ラマ 族 は 平 地 か ら後

退 して,山 地 に潜 入 した 。 トーゴ 山脈 の斜 面 コ リナ ・ボ(Kolina-B6)山 地,ダ コ ・ス

ドウ(Dako-Soudou)の 高 原,バ ッサ リの 連 峰,ジ ャ ンデ(Djamd6)と シル カ(Sirka)

の 山 々 は ラマ 族 が 身 をか くす 絶 好 の か くれ 家 に な った。 侵 入 者 の 前 か ら ラマ族 は姿 を

消 して い っ たの で あ る。 だ が,こ れ らの 山岳 地 方 が安 住 の地 で あ った の は,ほ ん の一

時 期 で あ った 。 定 着 した 移住 民 の勢 力 が増 大 し,身 近 な ラマ 族 を圧 迫 しは じ めた。 争
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図6　 北部 トーゴ,ラ マ族 の居住領域 と潜入 した山岳地帯　[FRoELIcH　 1949a]よ り

609



国立民族学博物館研究報告　　13巻3号

い を避 け た ラマ族 は,漸 次,よ り安 全 な カ ラ山 中 に移 動 し,も っと も奥 ま った 要 害堅

固 な 山岳 地 に 閉 じこ もった 。 ま た,平 原 部 に近 い独 立峰 に残 留 した ラマ 族 は,コ トコ

リ族,べ ・テ ィア ンベ族 に 同化 し,そ の 中 で い くつ か の ク ラ ンを構 成 す る こ とに な った。

こ う して ラマ 族 の居 住 地 は 侵 入 者 が 定着 して約200年 の 間 に,狭 小 な カ ラ山 中に 限 定 さ

れ て しま った 。 カ ラ 山 中 に おけ る人 口密 度 の 上昇 は,こ の 時 点 か らは じま った の で あ

り,防 備 の 安全 が人 口を増 加 させ たの で あ る。 当 然,さ ま ざ まな 形 の 避 難 民 が 流 入 した

こ とは想 像 に難 くな い。 反 対 に,内 部 か らの外 出 が な いの で 人 口密 度 は 高 くな るい っ

ぽ うで あ った 。 これ が カ ブ レ族 の 人 口密 度 が トー ゴで も っと も高 くな った 理 由 で あ る。

　 つ ぎ に,カ ブ レ族 と ラマ族 の 関係 につ い て は,現 在 の カ ブ レ族 の主 な る祖 先 は ラマ

族 で あ った と思 わ れ る。 カ ブ レ,あ るい は カ ビエ とは,国 や 領 土 を 意 味 し,自 分 た ち

の こと を カ ブ レの人 々,す な わ ち 「カ ビ ィエ ・ンバ 」(Kabye　 mba)と 称 して い た。「カ

ビ ィエ ・ンバ」 はす べ て,同 じ言 葉 を話 し,文 化 的 に も統 一 性 が あ った が,政 治 的 に

ひ とつ の 部 族 と して 組 織 化 され て い た わ けで はな い。 フ レー リ ッ ヒに した が う と,カ

ブ レ族 に は3つ の地 方 性 が あ り,そ れ ぞ れ に方 言 が あ る と い う[FRO肌ICH　 et　al.

1963:64]。

　 　 1)北 部 山塊 に居 住 し,ラ マ と呼 ば れ て い る人 々

　 　 2)南 部 山塊 に居 住 し,カ ビ ィエ ・ンバ と呼 ばれ て い る人 々

　 　 3)　 ダ ホ メの ジ ュグ ー地 方 の ラテ ライ トの高 原 に 居 住 す る ロ グバ 族(L6gba)を

　 　 　 　 加 え た あ る一 群 の 人 々

　 この 内,ラ マ族 の 文 化 的 な痕 跡 は,1)と2)の 地 方 と集 団 に よ って 濃厚 に残 さ れ て い

る と思 わ れ るが,現 段 階 で は ま だ,そ こまで 資 料 の整 理 が 進 ん で い な い ので,文 化 細

目 の比 較検 討 は,つ ぎの機 会 に譲 りた い。 ま た,現 在 ラ ンバ 族 の 呼 ば れ て い る 人 々 も,

その 呼 称 か ら類 推 され る よ うに,古 代 ラマ 族 の 子 孫 で あ るが,同 じ研究 プ ロ ジェ ク ト

で,ラ ンバ族 を 調 査 した武 田淳氏 の報 告 が ま もな く発 表 され るの で,そ の後 で,パ レ

オ ニ グ リテ ィ ッ ク との 関係 を 比較 して み た い。

　 こ こで 注 目 しな け れ ば な らな いの は,カ ブ レ族 と ラ ンバ族 の 中 間 に位 置 して い る ナ

ウデ ンバ族 の存 在 で あ る。 ナ ウデ ンバ 族 は これ まで 一 応,パ レオ ニ グ リテ ィ ック に位

置 づ けて言 及 して きた が,カ ブ レ族 と は ま った く起 源 の異 な る部族 で あ る。 かれ らは

た ぶ ん,17世 紀 頃,ブ ル キナ ・フ ァ ソか ら移 住 して きた の で あ ろ う。'フ レー リッ ヒに

よ る と,ナ ウデ ンバ語 は モ シ語 に近 い,と い う[FRoELIcH　 l950:102]。 デ フ ァ レ

山地(D6fa16)で 斜 面 耕 作 を 行 って い る こ とはす で に述 べ たが,フ ロベ ニ ウ ス が ロ ッ

ソ を さ して,「Palmbauern」(ヤ シ耕 作 民)と 呼 ん だ よ う に,一 帯 で は油 ヤ シの 栽 培
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が盛 ん な 農村 風 景 が広 が って い る[FRoBENIus　 l913]。 これ らの 油 ヤ シは,ロ ッ ソ

族 が他 の 場 所 か ら持 ち込 ん で移 植 した に ち が いな い。 現 在 で は,ヤ シ畑 にな って い る

最 初 の 油 ヤ シを ロ ッソ族 は い った い ど こか ら持 ち込 ん だ の だ ろ うか 。 言 語 と同 じ よ う

に,フ ラ ンス の民 族 学 者 は,モ シ族 と結 びつ け て考 え て い る が,証 明 す るの が む ず か

しい問 題 で あ る。

　 コル ヌ ヴ ァ ンは,フ レ ー リッ ヒの記 述 に した が って い る ロ ッソ族 を2つ の 地 域 集 団

に 分 け て い る[CoRNEvlN　 l969]。

　 　 1)　 植 民 地 行 政 官 か ら ロ ッソ族 と呼 ば れ た ヤ カ(Yaka),ア グバ ンデ ィ(Agbande)

　 　 　 に住 ん で い る人 々

　 　 2)　 厳 密 な 意 味 で の ナ ウデ ンバ 族 で あ り シ ゥ(Siou),ニ ャム トゥグ ゥ(Niam-

　 　 　 tougeu),テ ネ ガ(Tenega),ク ーカ(Kouka),バ ガ(Baga)に 住 ん で い る人 々

　 前 者 が ピァ(Pya)か らや って きた 古 代 的 な カ ブ レ族 を,後 者 が 北 部 の ブ ル キナ ・

フ ァ ソか ら移 住 して きた ナ ウ デ ンバ 族 を 前 身 とす る集 団 で あ る 。神 話 に よ れ ば,ナ ウ

デ ンバ 族 の始 祖 は天 空 か らク ー カ(Kouka)の 聖 木 の 中 に降 りて きて,ニ ャム トゥグ

ゥを創 建 し,同 様 な こ とが シ ウで も お こ っ て,ナ ウデ ンバ族 を 創 造 した とい う。 こ の

神 話 が 古代 ラマ族 と の 関係 を示 して い る よ う に思 わ れ るが,こ の あ た りの調 査 は ま っ

た く行 わ れ て いな い。 しか し,数 の少 な いナ ウデ ンバ族 は,カ ラ山塊 か ら押 し出 され

た カ ブ レ族 に 同化 し,そ の う ちで も裸 体 性 は カ ブ レ族 とい っ し ょに さ れ る文 化 様 式 に

な った 。

　 フ ロベ ニ ウ ス の調 査 報 告 に よ る と,カ ブ レ族 も ラ ンバ族 も,男 は全 員 ふ ん ど しも し

め な い完 全 な裸 体 で あ った。1949年 の フ レ ー リッ ヒの 報告 で も,当 時,男 の約30パ ー

セ ン トが全 裸 で あ っ た[FRoELIcH　 l949a:83]。 と くに屋 敷 や 畑 で は裸 体 が ふ つ う

で,男 根 の露 出 も 日常 的で あ った 。 た だ,旅 先 で は他 部族 民 の思 わ くを気 に して布 地

を ま と い,パ ンッ をは く傾 向 が強 くな って きた とい う。 と ころで,こ う した裸 体 性 を

伝 統 とす る 人 々 も,な ぜ か 麦 わ ら帽 子 の よ うな 草 で編 ん だ 尖 った帽 子 を愛 用 し,皮 製

サ ンダ ル で 足 を 保 護 して いた 。 帽 子 に羽根 飾 りを つ け る こ と も あ った 。 裸 体 に帽 子 の

組 み合 わせ は,筆 者 の 調 査 した タ ンベ ル マ族 に もみ られ,パ レオニ グ リテ ィ ック と呼

ばれ る ア タ コ ラ山 地 民 に共 通 す る文化 特性 と い え る。 ちな み に マ ンダ ラ山 地 に も頭 部

を お お う意 識 が働 き,男 性 は 筒 状 の頭 巾 を頭 に のせ,女 性 は ヘル メ ッ トの よ うな半 球

形 の ヒ ョウタ ンを か ぶ るの が,江 口氏 の 調査 当 時,ヒ デ族 に よ くみ られ た着 用 習慣 で

あ った。

　 さ て,裸 体 性 はカ ブ レ族 で も傷 痕 文化 を 発達 させ て,顔 面 や 体 表 に さ まざ ま な文 様
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の 傷 痕 を ほ ど こ し,植 民 地初 期 に は,鼻 孔 に穴 を あ け,木 栓 を は め る習 慣 もあ った。

ロ ッソ族 の 傷痕 のパ タ ー ンに つ い て は すで に 報 告 した こ とが あ り[和 田　 1982]
,ま

た,タ ンベ ル マ族 の傷 痕 と唇 栓 につ い て もす で に紹 介 した の で,こ こで は と りあ げな

い[和 田　 1979a,1981]。 ただ し,す で に コ ン コ ンバ 族 の ク ラ ンと して位 置づ け られ

て い るガ ンガ ン族 に もタ ンベ ル マ族 と 同 じ唇 栓 の 文 化 が あ る こ とを指 摘 して お きた い。

傷 痕 や 刺 青 の風 習 は,ア フ リカ全 域 に広 が って いて,か な らず し もパ レオ ニ グ リテ ィ

ックの 特 徴 的 な身 体 変工 で は な い。 だ が,ト ー ゴで は,古 代 ラマ族 の文 化 領 域 に集 中

的 にみ られ る と ころ に両 者 の結 び つ きが暗 示 され て い る。

　 傷 痕 や刺 青 も第 一 次 的 に は ク ラ ン標 識 で あ る。北 部 トー ゴ で は,同 族 の 表 象 を も た

な い人 間 を 補獲 して奴 隷 と して売 り渡 す こ と もお お っぴ らに行 わ れ て い た。B.マ ル テ

ィネ リに よ る と,カ ブ レ族 は奴 隷 を売 って粗 鉄 を 入手 して いた[MARTIN肌LI　 1982]。

カ ブ レ族 はパ レオ ニ グ リテ ィ ックで あ る ラマ族 の 真 正 な子 孫 で あ る が,自 ら鉄 を 精 錬

した 形 跡 が な く,鉄 は も っぱ らバ ッサ リの 製 鉄 所 か ら輸入 して い た。 だ が,鍛 冶 業 は

盛 ん で あ った。 ふ い ごは ヤ ギ皮 で つ くった一 対 の袋 で交 互 に手 で 押 して 送 風 す る 「皮

ふ い ご」 で あ り,羽 口は筒 が2つ の 「複 式 羽 口」 で あ る。 カ ブ レ族 は農 耕 を園 芸 的 に

集 約 した の で農 具 の種 類 をふ や し,カ ブ レ式 と呼 ば れ る円盤 型 やハ ー ト型 の 独 特 な 形

態 の 鍬 も製 作 す る よ うに な っ た。 鍬 の他,鋤,鎚,掘 出具,手 斧 等 が製 作 され,バ ッ

サ リ族 や コ ン コ ンバ 族 の鍛 冶 師 と並 ん で,西 ア フ リカ で は有 数 な鉄 製 品 の 生 産 地 にな

った 。 ま た,カ ブ レ族 や ラ ンバ 族 で は土 器 製作 も盛 ん で,容 器 は ひ ょうた ん よ り,む

しろ土 器 に よ って ま か な わ れ て い た。 技 法 は 「積 み 上 げ」 で,カ ブ レ族 で は 内側 の み

カ ーボ ンを 付着 させ る黒 陶 も製 作 さ れた 。 な お,カ ブ レ,ラ ンバ,モ バ 等 の 諸 族 の 土

器 製 作 の 詳 細 な技 術 誌 は共 同研 究 員 森 淳 氏 に よ って 報告 され て い るので,そ ち らを参

照 され た い[森 　1987a,1987b]。

　 以 上 北 部 トー ゴ のパ レオ ニ グ リテ ィ ック 山地 民 の 技術 誌 を 巨視 的な 観 点 か ら,比 較

検 討 して 問題 点 を指 摘 して きた。 せ ま い地 域 に封 入 され たパ レオ ニ グ リテ ィ ックが 山

地 民 と して,最 大 限 に生 きよ うと した こ とが 農耕 の集 約 化 に向 い,適 切 な 技 術 の 発 達

を うな が した ので あ り,ま た 同時 に,古 代 ア フ リカ 的 な文 化 要 素 を温 存 持 続 させ た の

で あ る。 ア タ コ ラ連 山 に は,北 部 草 原 や 南 部森 林 地 帯 に成 立 した諸 王 国の 支 配 や 圧 迫

を の が れ て,多 くの避 難 民 が流 入 した 。 そ の結 果,南 部 のバ ナ ナや ヤ ム等 の 重 要 な 植

物 が移 植 され,農 作 物 の 種 類 は 平 地 民 との あ い だ に それ ほ どの ち が いは な くな った 。

マ ー ドック の提 唱 す る ヤ ム ・ベル トは この 頃 か らす で に,か な り北 部 へ 広 が って お り,

塊 根 作 物 もア タ コ ラ 山地 民 の 主 要 な 食 糧 に な りつ つ あ った ので あ る。

612



和田　　トーゴ北部諸族の技術誌をめぐる諸問題

　 1955年 頃 か らパ レオ ニ グ リテ ィ ック山 地 民 は,植 民 地政 府 の行 政 指 導 に よ り,衣 類

の着 用 が推 進 さ れ た。 他 方,か れ ら 自身 も ヨ ー ロ ッパ 文 明 の浸 透 に よ り,自 主 的 に シ

ャツ や ズ ボ ン,あ る いは イ ス ラ ム風 衣裳 を着 用 す る よ うに な った。 女 性 も腰 か ら下 を

あ らわ にす る こ と はな か った 。 そ して1963年,カ ブ レ族 出身 の エ ア デ マ大 統 領 が政 権

を奪 取 して か ら は,北 部 の 開発 が著 し く進 み,パ レオ ニ グ リテ ィ ック の文 化 は大 き く

変 容 した。 だ が,そ れ に もか か わ らず,パ レオ ニ グ リテ ィ ック 山地 民 の文 化 は,南 部

の ク ワ語 系 諸 族 の 文 化 とは 同 質 で は な い。今 後,そ う した文 化 細 目の検 討 は,つ ぎ の

機 会 に発 表 す る所 存 で あ る。

付 記

　本稿 は,昭 和57年 度,昭 和59年 の文部省科学研究度費補助金 による海外学術調査 「熱帯アフ リ

カ に お け る物 質文化の比較民族誌 的調査」　(代表者 国立民族学博物館 和 田正平 ・課題番号

5704106259041068)か ら得 られた民族誌資料 に基づ き執筆された ものである。調査の実施にあ

たり,ト ーゴでは国立科学研究所(lnstitut　National　de　Recherche　 Scientifique)の 協 力を得た。

所長Kounoutche・Sossah氏 に深 く感謝の意を表 したい。
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